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古
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一
対
応
策
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一

南

基

鶴

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
幕
府
の
対
蒙
古
政
策
の
歴
史
的
性
格
を
究
開
す
る
試
み
で
、
そ
の
政
治
的
・
社
会
的
背
景
に
考
察
を
し
ぼ
っ
た
。
ま
ず
、
蒙
古
国
書

に
対
す
る
朝
狩
の
対
応
の
違
い
を
比
較
し
、
幕
府
の
「
牒
状
無
礼
」
1
1
「
返
榛
無
用
」
の
名
分
論
的
強
硬
策
が
朝
廷
の
「
返
牒
」
を
抑
制
、
外
交
上
の
主

導
権
を
確
保
す
る
政
策
で
あ
っ
た
と
解
し
た
。
つ
ぎ
に
、
蒙
古
襲
来
前
夜
に
お
け
る
幕
府
内
の
矛
盾
の
爆
発
一
「
二
月
騒
動
」
を
分
析
し
、
こ
の
事
件
を

経
て
得
宗
権
力
の
政
策
主
滋
権
が
確
立
さ
れ
た
が
、
得
宗
の
政
治
的
不
安
感
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
た
。
さ
ら
に
、
「
異
国
征
伐
」
計
画
は
、
御
家

人
の
動
向
に
よ
る
防
禦
体
制
の
動
揺
を
背
景
と
し
て
お
り
、
単
に
外
敵
へ
の
攻
撃
に
止
ま
ら
ず
、
防
禦
体
制
の
強
化
・
再
編
と
得
宗
の
権
力
基
盤
の
拡
大

を
図
っ
た
も
の
と
捉
え
た
。
最
後
に
、
幕
府
の
諸
国
寺
社
へ
の
異
国
降
伏
祈
薦
令
と
諸
国
一
宮
・
国
分
寺
の
興
行
に
は
、
国
家
的
危
機
を
顧
み
な
い
武
士

一
在
地
領
主
の
意
識
と
行
為
を
規
制
し
、
幕
府
の
将
軍
の
権
威
下
に
彼
ら
を
結
集
・
支
配
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
理
解
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
三
巻
五
号
　
一
九
九
〇
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
は
、
蒙
古
襲
来
と
い
う
未
曾
有
の
国
家
的
存
亡
の
危
機
の
さ
な
か
に
、
鎌
倉
幕
府
が
と
っ
た
諸
政
策
の
歴
史
的
性
格
を
考
察
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
幕
府
の
対
蒙
古
政
策
は
、
主
と
し
て
外
敵
に
対
す
る
軍
事
的
対
応
の
側
面
、
あ
る
い
は
国
際
意
識
・
宗
教
観
念
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ど
に
よ
る
思
想
的
対
応
の
側
面
か
ら
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
允
、
そ
う
し
た
対
応
策
が
国
内
の
政
治
・
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
関
心
が
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
た
傾
向
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
視
角
と
関
心
の
か
た
よ
り
の
た
め
か
、
幕
府
の
対
応
策
そ
の
も
の
の
性
格
は
明
ら
か
に
さ
れ
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て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
は
、
対
応
策
の
政
治
的
・
社
会
的
背
景
の
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
性
格
を
究
明
す
る
試
み
で
あ
る
。
蒙
古
襲
来
の
危
機
下
に
お
い
て
、

幕
府
は
ど
の
よ
う
な
政
治
・
社
会
問
題
を
抱
え
、
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
蒙
古
政
策
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
観
点
か
ら
対
応
策

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
幕
府
の
性
格
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡

に
至
る
蒙
古
襲
来
以
降
の
政
治
史
を
展
望
す
る
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
と
思
う
。
以
下
で
は
ま
ず
、
具
体
的
な
考
察
の
前
提
と
し
て
、
蒙
古
襲

来
以
前
の
幕
府
の
基
本
的
性
格
を
ふ
ま
え
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
第
一
に
、
鎌
倉
幕
府
は
中
世
国
家
の
軍
事
・
警
察
部
門
を
担
当
す
る
軍
事
権
門
の
性
格
を
も
つ
。
幕
府
の
権
力
が
公
権
力
で
あ
る
所
以
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

武
力
を
も
っ
て
諸
国
一
日
本
国
を
守
護
す
る
国
家
的
機
能
を
有
す
る
点
に
あ
っ
た
。
た
だ
、
幕
府
は
、
全
舞
茸
階
級
を
武
力
基
盤
と
し
た
の
で

は
な
く
、
そ
の
首
長
一
将
軍
の
下
に
家
人
一
御
家
人
の
み
を
統
率
・
支
配
し
て
い
た
。
御
家
人
1
一
在
地
領
主
に
対
す
る
公
権
力
と
し
て
の
幕
府

の
支
配
の
権
威
は
、
歴
代
の
将
軍
が
貴
種
た
る
源
氏
・
摂
関
家
・
皇
族
で
あ
っ
た
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
源
泉
が
朝
廷
側
に
あ
っ
た
。

　
第
二
は
、
襲
来
前
夜
に
お
け
る
幕
府
権
力
自
体
の
性
格
で
あ
る
。
す
で
に
時
宗
の
父
北
条
時
頼
の
時
代
か
ら
、
幕
府
の
実
質
的
最
高
権
力
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

執
権
と
い
う
公
職
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
北
条
氏
嫡
家
の
長
と
し
て
の
得
宗
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
、
得
宗
が
将
軍
と
な
っ
て
御
家
入
支

配
の
正
統
性
を
獲
得
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
幕
府
主
従
制
の
頂
点
に
位
置
す
る
将
軍
と
な
る
た
め
に
は
、
身
分
的
尊
貴
性
を
備
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
上
に
、
北
条
磯
は
小
国
伊
豆
の
在
庁
と
い
う
卑
し
い
出
自
し
か
持
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
得
宗
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

専
制
権
力
に
と
っ
て
、
将
軍
の
「
七
宮
」
た
る
執
権
職
は
、
自
身
の
権
力
を
幕
府
内
に
正
当
に
位
置
づ
け
る
上
で
欠
か
せ
な
い
制
度
的
拠
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

意
義
を
も
ち
つ
づ
け
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
幕
府
の
性
格
を
考
慮
す
れ
ば
、
国
家
的
次
元
の
対
応
を
要
す
る
蒙
古
襲
来
の
危
機
下
に
お
い
て
、
幕
府
（
得
宗
権
力
）
は
、
ど

の
よ
う
な
政
治
・
社
会
問
題
へ
の
鯨
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
蒙
古
の
脅
威
に
対
す
る
幕
府
の
対
策
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
。
次
の
四
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
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第
一
に
、
蒙
古
国
書
の
処
理
を
め
ぐ
る
外
交
上
の
対
策
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
蒙
古
国
書
に
対
す
る
朝
廷
と
幕
府
の
対
応
の
違
い
を
比
較
す

る
。
特
に
、
朝
廷
の
「
返
牒
」
方
針
の
意
味
、
そ
し
て
墓
府
が
そ
れ
を
抑
え
た
理
由
の
解
明
に
重
点
を
お
く
。

　
第
二
に
、
対
外
危
機
が
一
層
高
ま
っ
て
い
く
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
、
幕
府
内
で
は
「
二
月
騒
動
」
と
い
う
政
変
が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ

の
事
件
の
性
格
、
及
び
対
蒙
古
政
策
の
展
開
に
お
け
る
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
三
に
、
主
と
し
て
軍
事
戦
略
的
次
元
で
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
「
異
国
征
伐
」
計
画
の
国
内
背
景
を
探
り
、
そ
れ
と
同
時
に
現
わ
れ
た
守

護
交
替
の
意
味
を
考
え
る
。

　
第
四
に
、
幕
府
の
信
仰
・
思
想
の
あ
ら
わ
れ
と
み
な
さ
れ
る
、
諸
国
寺
社
へ
の
異
国
降
伏
祈
事
命
令
と
諸
国
一
宮
・
国
分
寺
等
の
興
行
1
1
修

理
造
営
が
、
蒙
古
防
禦
体
制
上
に
も
つ
現
実
的
・
政
策
的
意
味
を
追
求
す
る
。

　
最
後
に
、
各
々
の
問
題
に
示
さ
れ
て
い
る
幕
府
の
性
格
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
幕
府
滅
亡
に
至
る
政
治
過
程
を
展
望
し
て
み

た
い
。

①
　
そ
の
代
表
的
な
研
究
は
、
相
田
二
郎
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一

　
九
五
八
）
第
四
章
・
第
五
章
。

②
　
田
中
健
夫
コ
東
ア
ジ
ア
通
交
関
係
の
形
成
」
（
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
隔
9
、
　
一

　
九
七
〇
）
。
川
添
昭
一
一
「
蒙
古
襲
来
と
中
世
文
学
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
〇
二
、
一
九

　
七
三
）
。
村
井
章
介
「
高
麗
・
三
別
抄
の
叛
乱
と
蒙
古
襲
来
前
夜
の
日
本
」
（
下
）

　
（
『
歴
史
評
論
』
三
八
四
、
一
九
八
二
）
。

③
　
相
田
、
前
掲
書
、
第
五
章
・
第
九
章
。
佐
藤
進
一
「
鎌
倉
幕
府
政
治
の
専
制
化

　
に
つ
い
て
」
（
竹
内
理
三
編
『
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
五
五
〉
）
。
石
井
進
『
日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
」
（
岩
波
書
店
、
　
一
九
七
〇
）
王

　
－
第
三
章
。
瀬
野
精
一
郎
『
鎮
西
御
家
人
の
研
究
』
（
吉
州
弘
文
責
、
一
九
七
五
）

　
第
二
章
・
第
四
章
。
村
井
章
介
「
蒙
古
襲
来
と
鎮
西
探
題
の
成
立
」
（
『
史
学
雑
誌
』

　
入
七
－
四
、
一
九
七
八
）
。

④
　
黒
金
俊
雄
『
二
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
隔
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
）
第
一
「
中

　
世
の
国
家
と
天
皇
」
。

⑤
　
上
横
手
雅
敬
「
鎌
倉
墓
府
と
公
家
政
権
」
（
岩
波
講
座
『
団
本
歴
史
』
中
世
1
、

　
一
九
七
五
）
望
七
頁
。

⑥
　
佐
藤
、
前
掲
論
文
、
一
〇
三
頁
。
村
井
章
介
「
執
権
政
治
の
変
質
」
（
『
日
本
史

　
研
究
』
．
二
六
一
、
　
一
九
八
四
）
一
七
頁
。

⑦
村
井
「
執
権
政
治
の
変
質
」
二
七
～
二
八
頁
参
照
。

⑧
『
沙
汰
未
練
霞
』
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
宗
）

⑨
　
北
条
平
鞘
が
北
条
長
時
に
執
権
職
を
譲
っ
た
際
に
、
長
時
が
「
家
督
幼
稚
之
程

　
眼
代
」
（
『
吾
妻
鏡
』
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
十
一
月
二
十
二
臼
条
）
で
あ
る
こ

　
と
を
明
示
し
た
の
は
、
執
権
職
が
得
宗
の
就
く
べ
き
公
的
地
位
で
あ
る
と
い
う
原

　
則
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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1

蒙
古
国
書
に
対
す
る
朝
廷
・
幕
府
の
対
応

　
蒙
古
国
書
が
最
初
に
日
本
に
到
来
し
た
の
は
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
正
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
蒙
古
の
国
書
は
、
高
麗
の
服
属
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
伝
え
な
が
ら
日
本
の
朝
貢
を
要
求
し
、
応
じ
な
け
れ
ば
武
力
を
使
用
す
る
と
脅
迫
を
加
え
て
い
た
。
高
麗
使
港
阜
ら
は
「
其
皇
帝
国
書
愚
意
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

与
ご
貴
国
一
通
窓
外
、
更
無
二
別
語
こ
と
、
蒙
古
・
高
麗
国
王
書
を
直
接
日
本
国
王
に
伝
え
た
い
と
希
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
宰
少
弐
武
藤

資
能
は
黒
陶
を
大
宰
府
に
と
ど
め
た
ま
ま
、
両
国
牒
状
を
鎌
倉
に
送
付
し
た
。
幕
府
は
六
波
羅
に
使
者
二
人
を
特
派
し
、
六
波
羅
は
関
東
申
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

西
園
寺
実
氏
と
連
絡
を
と
り
、
同
年
二
月
、
牒
状
は
実
既
の
手
を
経
て
後
嵯
峨
上
皇
に
奏
達
さ
れ
た
。

　
こ
の
大
宰
府
か
ら
幕
府
を
へ
て
朝
廷
に
至
る
外
交
文
書
の
伝
達
手
続
は
、
か
つ
て
安
貞
元
年
（
一
一
一
一
一
七
）
の
高
麗
牒
状
（
日
本
人
の
侵
奪
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
る
抗
議
）
に
対
す
る
大
宰
府
の
独
断
的
処
置
（
悪
徒
の
斬
首
と
返
牒
）
、
及
び
そ
れ
を
黙
認
ま
た
は
承
認
し
た
と
み
ら
れ
る
幕
府
の
方
針
と
顕
著
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

差
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
朝
廷
側
は
い
わ
ば
「
無
礼
」
な
牒
状
に
対
す
る
外
交
的
対
応
の
機
会
さ
え
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
今

回
の
蒙
古
国
書
は
、
外
交
的
屈
服
（
朝
貢
）
か
侵
略
の
甘
受
か
と
い
う
二
者
択
一
を
強
要
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
全
体
の
対
応
を
要
す
る

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
ら
た
な
状
況
の
到
来
は
、
武
家
の
単
独
の
対
応
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
蒙
古
国
書
に
接
し
た
京
都
公
家
側
は
「
此
事
国
家
珍
事
大
事
也
、
万
人
驚
歎
之
外
無
レ
他
」
と
い
う
衝
撃
を
受
け
、
院
評
定
で
は
「
返
牒
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

無
」
を
め
ぐ
る
論
議
が
続
く
が
、
結
論
は
「
聖
書
以
レ
失
レ
礼
、
不
レ
及
二
忌
避
こ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
幕
府
は
二
人
の
使
者
を
院
評
定
に

　
　
　
　
　
　
　
⑨

参
席
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
幕
府
の
方
針
は
確
認
で
き
な
い
。

　
最
初
の
牒
状
に
対
し
て
返
牒
を
送
ら
な
か
っ
た
朝
廷
の
方
針
は
、
翌
年
（
一
二
六
九
）
九
月
第
三
回
牒
使
金
有
成
ら
が
蒙
古
の
中
書
省
と
高
麗

か
ら
の
牒
状
を
伝
え
た
こ
と
を
契
機
に
変
更
さ
れ
る
。
『
師
守
記
』
に
よ
れ
ば
、
朝
廷
は
返
牒
を
作
成
し
て
幕
府
に
下
し
た
が
、
幕
府
は
こ
れ

　
　
　
　
⑩

を
抑
留
し
た
。
こ
の
時
の
朝
廷
の
「
返
牒
」
方
針
は
、
「
通
好
之
義
、
准
二
唐
漢
之
例
ハ
不
レ
可
レ
雪
下
子
細
一
戸
南
国
与
我
園
、
自
レ
昔
無
二
宿
意
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

用
レ
兵
之
条
、
背
節
不
義
之
旨
、
可
レ
被
レ
遣
二
返
牒
一
也
」
と
の
院
宣
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
つ
ま
り
、
朝
貢
要
求
に
つ
い
て
は
問
題
と
す
る

43　（685）



に
値
し
な
い
が
、
武
力
の
使
用
に
つ
い
て
は
そ
の
不
義
を
訴
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
菅
原
長
成
の
起
草
し
た
文
永
七
年
（
＝
一
七
〇
）
正
月

日
付
日
本
国
太
政
官
よ
り
の
「
贈
蒙
古
国
中
書
省
牒
」
が
、
「
抑
貴
国
曾
無
二
人
物
之
通
詞
本
朝
何
有
瓢
好
悪
之
便
噛
不
レ
顧
一
由
緒
噛
欲
レ
用
二
凶
器
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

和
風
再
報
、
疑
氷
猶
厚
（
中
略
）
、
何
称
二
期
徳
仁
義
之
境
ハ
還
開
先
民
庶
殺
傷
之
源
一
乎
」
と
い
う
、
平
和
的
立
揚
に
立
つ
道
義
的
批
判
の
色
彩

を
帯
び
た
内
容
と
な
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
公
式
的
・
表
面
的
な
理
由
だ
け
で
は
、
朝
廷
の
「
返
牒
」
の
意
味
を
十
分
把
握
で
き
な
い
。
牒
状
の
「
失
礼
」
を
問

題
に
し
て
返
牒
を
送
ら
な
か
っ
た
方
針
が
変
更
さ
れ
る
に
は
、
何
ら
か
の
現
実
的
背
景
が
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
文
永

八
年
（
一
二
七
一
）
九
月
十
九
日
第
四
回
上
使
趙
良
弼
が
到
着
し
て
、
「
度
々
錐
レ
有
ご
牒
状
ハ
無
二
返
牒
ハ
此
上
以
二
藍
十
一
月
一
可
レ
為
レ
期
、
猶
為
二

無
音
一
者
、
可
レ
臓
二
兵
船
ハ
可
レ
有
二
返
牒
こ
と
一
種
の
最
後
通
牒
を
発
し
た
の
に
対
し
、
公
家
側
が
「
先
度
長
成
草
草
少
々
引
直
可
レ
被
レ
遣
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
急
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

（
中
略
）
、
事
之
次
第
、
已
以
大
急
、
及
二
獲
麟
一
蹴
、
可
レ
歎
可
レ
歎
」
と
い
う
反
応
を
示
し
た
こ
と
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
　
幕
府
が
抑
留
し

た
返
牒
の
草
案
を
少
々
修
正
し
て
交
付
を
い
そ
ご
う
と
す
る
公
家
の
態
度
は
、
「
返
牒
」
を
通
じ
て
危
機
を
免
れ
よ
う
と
す
る
朝
廷
の
立
場
を

物
語
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
文
永
六
年
末
に
朝
廷
が
「
返
牒
」
に
方
針
を
変
え
た
の
も
、
同
年
二
月
に
対
馬
に
到
着
し
た
第
二
回
労
使
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

的
ら
と
島
民
と
の
衝
突
や
、
そ
の
際
に
捕
え
た
島
民
二
人
の
送
還
と
同
時
に
回
答
を
要
求
す
る
第
三
女
面
使
の
到
来
な
ど
、
蒙
古
の
度
重
な
る

　
　
⑮
「
旧
聞
」
に
つ
れ
て
対
外
的
危
機
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
返
牒
文
の
末
尾
に
「
皇
土
南
帯
二
神
国
風
非
レ
可
二
以
レ
馬
競
ハ
非
レ
可
二
以
レ
力
争
こ
と
あ
る
の
は
、
朝
廷
の
基
本
的
な
対
外
的
立
場
の
表
明
で

あ
っ
て
、
蒙
古
に
対
す
る
敵
対
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
朝
廷
が
敢
て
「
返
牒
」
を
選
ん
だ
の
は
、
そ
の
対
外
的
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、

戦
争
と
い
う
事
態
を
事
前
に
予
防
す
る
外
交
方
策
を
と
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
返
牒
」
は
平
和
的
・
外
交
的
次
元
で
の
問
題
解
決
を
指
向

　
　
　
　
⑫

す
る
も
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
蒙
古
側
の
反
応
を
探
ろ
う
と
す
る
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
朝
廷
の
外
交
的
無
知
・
無
見
識
・
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

能
力
を
強
調
す
る
石
母
田
正
・
村
井
章
介
等
の
見
解
に
対
し
て
、
朝
廷
の
現
実
的
対
応
の
姿
勢
を
主
張
し
て
お
き
た
い
。

　
一
方
、
幕
府
が
こ
の
よ
う
な
朝
廷
の
「
返
牒
」
を
抑
え
て
い
た
理
由
は
何
か
。
朝
廷
の
最
初
の
返
牒
方
針
に
対
す
る
幕
府
の
措
麗
に
つ
い
て
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蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
た
　
　
　
ら
　
　
　
へ
　
　
　
た
　
　
　
り

は
、
『
五
代
帝
王
物
語
』
に
「
武
家
子
細
を
申
て
遺
は
さ
ず
、
所
詮
牒
状
の
体
無
礼
な
る
に
よ
り
て
、
返
牒
に
及
ば
ぬ
よ
し
、
直
立
に
仰
含
て

　
　
　
　
⑲

返
却
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
子
細
」
を
伝
え
よ
う
と
す
る
朝
廷
と
は
違
っ
て
、
「
牒
状
の
体
無
礼
」
を
理
由
と
し
て
「
返
牒
無
用
」
の

措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
趙
良
弼
の
最
後
通
牒
に
対
し
て
、
結
局
朝
廷
の
返
牒
が
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
、
幕
府
の
こ
の
方
針
か

　
　
　
　
　
　
⑳

ら
説
明
で
き
よ
う
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
幕
府
が
「
牒
状
の
無
礼
」
を
問
題
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
伝
統
的
な
国
際
意
識
や
慣
習
に
規
定
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
⑳

態
度
と
み
な
す
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
「
返
牒
」
は
そ
う
し
た
意
識
・
慣
習
の
持
主
と
い
う
べ
き
朝
廷
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
、
軍
事
・
警
察
担
当
老
と
し
て
の
「
武
断
的
・
画
一
的
」
態
度
を
そ
こ
に
見
出
す
見
解
は
、
幕
府
の
状
況
認
識
を
度
外
視
す
る
武
人
体
質
論

的
評
価
に
近
い
。
そ
の
他
、
暴
評
側
か
ら
の
情
報
や
民
族
主
義
的
な
宗
教
思
想
の
影
響
を
指
摘
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
朝
廷
側
が
そ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

性
格
の
情
報
・
思
想
か
ら
離
れ
て
い
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
も
、
思
想
や
情
報
の
面
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
政
治

権
力
の
主
体
的
立
場
、
及
び
そ
の
権
力
を
右
京
す
る
政
治
体
制
の
特
性
を
見
落
す
結
果
を
導
き
や
す
い
。
こ
の
意
味
で
、
「
返
牒
」
を
め
ぐ
る

朝
幕
の
対
応
の
違
い
を
朝
幕
関
係
の
在
り
方
を
通
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
蒙
古
国
書
は
あ
く
ま
で
「
日
本
国
王
」
た
る
天
皇
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
外
交
権
の
実
質
を
掌
握
し
て
い
た
幕
府
が
、
重
大
な

国
際
事
件
へ
の
対
応
の
決
定
を
（
た
と
え
形
式
的
に
せ
よ
）
朝
廷
に
奏
上
し
た
こ
と
は
、
国
家
の
統
治
権
老
と
し
て
の
朝
廷
（
天
皇
）
の
存
在
意
義

が
対
外
的
危
機
の
さ
な
か
に
明
白
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
朝
廷
の
「
返
牒
」
は
国
家
の
統
治
権
者
と
し
て
の
当
然
な
権
限
の
発
動

で
あ
り
、
国
家
の
重
大
事
を
み
ず
か
ら
担
当
し
よ
う
と
す
る
意
識
の
反
映
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
朝
廷
側
の
動
き
は
、
そ
の
方
針
が
ど
う
で
あ

ろ
う
と
も
、
外
交
面
で
の
幕
府
の
主
導
権
を
制
約
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
も
し
返
牒
を
契
機
に
し
て
蒙
古
の
牒
使
・
牒
状
が
数
度

に
わ
た
っ
て
到
来
し
、
朝
廷
と
蒙
古
と
の
接
触
が
活
発
に
な
る
と
す
れ
ぼ
、
幕
府
が
孤
立
化
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
幕
府
は

朝
廷
の
外
交
権
発
動
を
抑
止
し
、
「
牒
状
無
礼
」
1
1
「
返
牒
無
用
」
の
大
義
名
分
に
基
づ
く
強
硬
な
態
度
を
と
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の

名
分
論
的
強
硬
策
は
、
朝
廷
の
「
返
牒
」
を
抑
留
す
る
の
に
正
当
性
を
提
供
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
軍
事
権
門
で
あ
る
幕
府
が
、
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武
力
に
よ
る
諸
国
守
護
権
の
独
自
性
を
顕
揚
し
て
、
国
家
外
交
の
主
導
権
を
確
保
す
る
た
め
の
有
効
な
方
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蒙
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

へ
の
武
力
的
対
応
を
求
め
る
立
場
の
論
理
的
帰
結
が
、
「
我
國
大
小
巨
細
事
、
偏
課
二
部
門
（
武
家
老
朝
家
第
一
重
宝
」
と
い
っ
た
、
武
家
に
よ

る
国
政
の
主
導
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
幕
府
の
「
返
牒
無
用
」
方
針
は
、
蒙
古
へ
の
無
策
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
強
硬
な
態
度
は
、
蒙
古
と

の
戦
争
を
も
辞
さ
ぬ
と
い
う
強
い
意
志
の
表
現
に
は
違
い
な
い
。
当
初
幕
府
が
、
蒙
古
の
来
書
を
「
酒
壷
」
を
強
要
す
る
武
力
的
脅
迫
と
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
っ
て
、
文
永
五
年
二
月
、
西
国
御
家
人
ら
に
蒙
古
へ
の
警
戒
令
を
発
し
た
こ
と
も
そ
の
意
志
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
最

初
か
ら
蒙
古
と
対
決
し
よ
う
と
す
る
無
計
画
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
軍
事
的
判
断
に
立
つ
と
、
返
牒
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

蒙
古
が
直
ち
に
襲
来
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
正
式
の
回
答
を
伝
え
な
い
こ
と
で
、
相
手
国
の
情
報
収
集
や
防
禦
準
備
の
時
間
を
か
せ
ぐ

と
い
う
計
算
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
、
幕
府
が
本
格
的
な
防
禦
態
勢
に
突
入
す
る
の
は
、
朝
廷
の
「
返
牒
」
が
現
わ
れ
る
文
永
六
年

末
で
は
な
く
、
文
永
八
年
末
か
ら
同
九
年
初
に
至
る
時
期
で
あ
る
。
幕
府
は
高
麗
の
直
別
抄
か
ら
の
牒
状
を
通
じ
て
「
蒙
古
兵
可
レ
来
副
署
日

⑳本
こ
と
い
う
情
報
を
得
て
い
た
が
、
第
四
回
牒
使
趙
良
弼
の
到
着
直
前
の
文
永
八
年
九
月
十
三
日
、
「
蒙
古
人
可
二
襲
来
一
之
由
、
有
二
其
聞
こ

た
め
、
鎮
西
に
所
領
を
も
つ
算
崩
御
家
人
の
現
地
下
向
を
命
じ
、
ひ
き
つ
づ
き
翌
年
二
月
一
日
に
は
、
豊
後
国
守
護
大
友
頼
泰
が
幕
府
の
指
令

に
従
っ
て
管
轄
国
御
家
人
に
筑
前
・
肥
前
両
国
の
要
害
警
固
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
趙
良
弼
は
国
書
を
直
接
帝
都
の
国
王
に
伝
え
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
を
頑
強
に
要
求
し
た
が
、
大
宰
府
側
は
「
我
国
自
一
一
太
宰
府
一
以
東
、
上
古
使
臣
、
未
レ
有
二
至
者
こ
と
し
て
嚢
子
の
上
京
を
抑
制
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

そ
し
て
、
詳
し
い
事
情
は
分
ら
な
い
が
、
趙
良
弼
と
大
宰
府
側
と
の
同
意
の
下
で
日
本
人
「
使
介
」
十
二
人
の
蒙
古
派
遣
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
良
弼
の
最
後
通
牒
に
対
す
る
大
宰
府
側
の
対
応
の
一
端
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
事
例
は
、
大
宰
府
な
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

幕
府
の
対
蒙
古
政
策
が
そ
れ
な
り
の
現
実
情
勢
の
分
析
の
上
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
五
月
、
趙
良
弼
が
蒙
古
襲
来
前
夜
の
最
後
使
者
と
し
て
再
び
大
宰
府
に
来
着
し
た
時
、
そ
れ
に
対
す
る
朝
野
の
対
応

を
示
す
記
録
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
良
弼
は
長
期
間
の
滞
留
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
翌
年
三
月
頃
に
日
本
を
去
っ
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た
。
本
国
に
帰
還
し
た
良
弼
は
日
本
征
討
の
中
止
を
訴
え
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
は
や
元
世
祖
の
日
本
侵
略
は
必
至
で
あ
っ
た
。

蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

①
　
至
元
三
年
（
｝
二
六
六
）
八
月
日
蒙
古
国
膿
状
案
（
『
伏
敵
編
』
巻
一
、
一
五
～

　
一
六
頁
）
。

　
　
（
至
元
五
年
、
文
永
五
年
）

②
　
正
月
日
高
麗
園
牒
状
案
（
『
鎌
倉
遠
軽
』
第
十
三
巻
九
八
四
五
号
）
。

③
以
上
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
龍
粛
『
蒙
古
襲
来
恥
（
至
文
堂
、
一
九
五
九
）
二

　
七
～
三
一
頁
参
照
。

④
　
『
習
妻
鏡
睡
安
貞
元
年
五
月
十
四
日
条
、
『
民
経
記
』
安
貞
元
年
五
月
十
五
日
条
、

　
『
百
錬
抄
』
安
貞
元
年
七
月
二
十
一
日
条
。

⑤
　
龍
粛
『
蒙
古
襲
来
』
一
九
頁
。
田
中
健
夫
『
中
世
紺
外
関
係
史
』
（
東
京
大
学

　
出
版
会
、
一
九
七
五
）
三
九
～
四
〇
頁
。

⑥
『
百
錬
抄
』
安
貞
元
年
七
月
二
十
一
日
条
…
「
我
朝
之
云
誤
、
牒
状
無
レ
礼
云
丸
」
。

⑦
　
『
深
心
院
関
白
記
臨
文
永
五
年
二
月
条
（
『
伏
敵
編
臨
巻
一
、
一
四
頁
）
。

⑧
　
「
大
和
尊
勝
院
文
書
」
高
麗
国
牒
状
案
奥
書
（
同
註
②
）
。
『
歴
代
鎮
西
志
』
八
、

　
文
永
五
年
戊
辰
。
『
師
守
記
』
貞
治
六
年
（
＝
二
六
七
）
五
月
九
日
条
の
異
国
牒
状

　
の
勘
例
の
う
ち
に
は
「
（
文
永
五
年
）
二
月
□
今
日
有
二
評
定
ハ
可
レ
有
二
返
牒
唱
否

　
　
　
　
へ
　
　
う
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
事
也
。
不
二
一
揆
一
云
為
」
と
あ
り
、
同
年
一
二
月
二
十
七
日
に
は
「
被
レ
行
二
侯
議
「

　
是
蒙
古
．
高
麗
等
国
書
啓
、
何
様
可
レ
被
レ
行
哉
事
也
」
と
あ
る
。
「
返
牒
有
無
」
に

　
つ
い
て
の
論
議
は
、
院
．
宮
中
で
意
見
の
不
一
致
が
多
く
、
朝
廷
は
三
月
二
十
七

　
日
ま
で
に
も
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
　
こ
れ
を
見
れ
ば
、
「
返

　
牒
」
を
主
張
す
る
人
物
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

⑨
　
『
帝
王
編
年
記
』
巻
二
六
、
文
永
五
年
二
月
十
五
日
条
。

⑩
『
師
守
記
隔
貞
治
六
年
五
月
九
日
条
。

⑪
　
蒙
古
来
使
記
録
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
四
巻
一
〇
三
八
○
号
）
。

⑫
　
贈
蒙
古
醐
－
甲
書
ル
狽
牒
（
『
本
朝
文
集
』
｛
ハ
七
）
。

⑩
　
『
士
口
続
記
隔
文
永
八
年
十
月
二
十
四
日
条
。

⑭
『
五
代
帝
王
物
語
賑
亀
山
。
同
註
⑪
。

⑮
同
註
⑩
。

⑯
　
岡
註
⑫
。

⑰
　
蒙
古
へ
の
返
牒
と
と
も
に
菅
原
長
成
が
起
草
し
た
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）

　
二
月
日
付
高
麗
国
璽
の
大
宰
府
守
護
所
牒
は
、
第
二
回
牒
使
と
対
馬
島
民
と
の
衝

　
突
に
つ
い
て
謝
り
、
「
殊
察
二
行
李
掩
留
之
銀
難
「
聯
致
二
旅
嚢
些
少
之
資
養
一
」
と

　
あ
る
（
贈
古
田
繍
麗
国
…
牒
　
『
⊥
不
朝
文
集
』
六
七
）
。
　
ま
た
、
輔
刷
廷
の
「
返
札
牒
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
ヤ

　
「
今
度
有
二
返
牒
（
剰
応
レ
及
二
和
親
割
目
さ
（
東
厳
翠
蔓
敬
白
文
　
『
鎌
倉
遺
文
』
第

　
十
四
巻
一
〇
六
三
〇
号
）
と
い
う
巷
説
が
ひ
ろ
ま
っ
た
の
も
、
た
と
え
誤
伝
で
あ

　
つ
た
に
せ
よ
、
　
「
返
牒
」
が
外
交
的
・
平
和
的
指
向
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
一

　
因
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

⑱
　
石
母
頒
正
「
日
本
古
代
に
お
け
る
國
際
意
識
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
国
家
論
』

　
第
｝
部
〈
岩
波
書
店
、
　
｝
九
七
三
〉
）
三
一
三
頁
。
村
井
章
介
「
高
麗
・
三
思
抄

　
の
叛
乱
と
蒙
古
襲
来
前
夜
の
日
本
」
（
下
）
八
一
～
八
二
頁
。

⑲
簡
五
代
帝
王
物
語
』
亀
山
。

⑳
　
『
吉
続
記
』
文
永
八
年
十
一
月
二
十
二
日
条
「
参
レ
院
、
異
国
事
有
瓢
評
定
齢
」
、
岡

　
年
十
二
月
十
一
日
条
「
公
卿
勅
使
日
時
定
寮
」
、
同
年
十
二
月
十
六
鋼
条
「
公
卿
勅

使
発
遣
議
藝
。
趙
良
弼
が
塵
・
し
た
返
牒
の
時
限
が
＋
一
月
ま
で
で
、
対
外

　
的
緊
張
の
高
ま
っ
た
状
況
に
お
い
て
、
院
評
定
と
公
卿
勅
使
の
幽
境
が
行
わ
れ
て

　
い
る
。
そ
の
後
、
「
返
牒
」
の
論
議
は
見
え
て
い
な
い
。
朝
廷
が
返
牒
の
交
付
を

　
い
そ
ご
う
と
し
た
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
　
こ
の
頃
、
「
返
牒
」
方
針
が
幕
府

　
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

⑳
　
田
中
健
夫
「
束
ア
ジ
ア
通
交
関
係
の
形
成
」
五
四
三
頁
。
村
井
、
前
掲
論
文
、

　
八
二
頁
。

⑫
　
村
井
、
前
掲
論
文
、
入
二
～
八
三
頁
。

㊧
　
川
添
昭
二
『
申
世
九
州
の
政
治
と
文
化
隠
（
文
献
出
版
、
一
九
八
一
）
＝
○
～
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一
一
一
頁
。

＠
　
京
都
の
正
中
寺
住
持
東
巌
慧
安
は
、
「
蒙
古
国
者
、
清
書
橋
慢
（
中
略
）
犠
尋
ゴ

　
敵
国
之
元
意
一
者
、
駈
二
日
本
軍
兵
ハ
欲
レ
令
レ
調
一
一
諸
方
国
土
一
」
と
の
意
見
状
を
朝

　
廷
側
関
係
者
と
見
ら
れ
る
人
物
に
出
し
て
い
る
（
東
巌
慧
安
意
見
状
　
　
『
鎌
倉
遺

　
文
』
第
十
四
巻
一
〇
五
五
九
男
）
。

⑮
同
右
。

⑳
　
『
関
東
評
定
伝
』
文
永
五
年
条
。
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料

　
強
物
第
一
巻
〈
岩
波
露
店
、
　
一
九
五
五
〉
第
一
一
部
「
追
加
一
法
」
四
一
一
一
六
。

⑳
　
『
吉
続
記
』
文
永
八
年
九
月
四
乱
足
。
石
井
正
敏
「
文
永
八
年
来
日
の
高
麗
使

　
に
つ
い
て
一
三
別
抄
の
日
本
通
交
史
料
の
紹
介
一
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂

　
所
報
』
コ
一
、
一
九
七
八
）
参
照
。

⑱
　
文
永
八
年
九
月
十
三
日
関
東
御
教
欝
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
四
巻
一
〇
八
七
三

　
号
）
。

⑭
　
文
永
九
年
二
月
一
日
豊
後
守
護
廻
文
（
『
鎌
倉
遣
文
』
第
十
四
巻
一
〇
九
六
四

　
号
）
。

⑳
　
『
元
史
』
巻
一
五
九
　
趙
良
弼
伝
。

⑳
池
内
宏
『
元
憲
の
新
研
究
』
（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
一
）
一
〇
四
～
一
〇
六
頁
。

⑳
　
こ
の
時
の
遣
使
に
対
し
て
、
元
の
政
府
当
局
で
は
「
彼
飛
下
我
加
レ
丘
盆
故
発
二

　
此
輩
噛
伺
一
一
得
強
弱
一
州
」
と
判
断
し
て
い
る
（
『
元
史
』
巻
九
五
　
日
本
伝
）
。

⑱
　
池
内
、
前
掲
書
、
一
〇
七
～
一
〇
九
頁
。
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■

対
外
的
危
機
の
高
ま
り
と
コ
一
月
騒
動
」

　
蒙
古
国
書
到
来
後
、
朝
廷
が
返
牒
問
題
で
腐
心
し
て
い
る
間
、
文
永
五
年
三
月
五
日
、
幕
府
は
成
人
に
達
し
た
北
条
時
宗
を
執
権
と
し
て
表

　
　
　
①

面
に
立
て
、
一
応
指
導
部
を
整
備
し
た
。
そ
し
て
幕
府
は
、
得
宗
時
宗
の
指
導
下
で
国
内
の
団
結
と
統
制
を
図
っ
て
い
っ
た
。
文
永
六
年
四
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

幕
府
は
三
年
ぶ
り
に
引
付
制
を
復
活
し
て
、
北
条
一
門
の
協
力
を
要
請
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
を
強
力
に
推
進
す
る
道
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

文
永
七
年
八
月
、
本
所
一
円
地
で
お
こ
っ
た
争
乱
に
つ
い
て
、
本
所
へ
の
通
告
に
よ
る
制
圧
を
六
波
羅
に
命
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
幕
府
が

従
来
の
支
配
圏
を
本
所
一
円
地
に
ま
で
拡
大
し
て
国
内
統
制
を
強
化
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
点
で
注
聾
す
べ
き
措
置
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
九
月
以
降
、
対
外
的
危
機
が
一
層
高
ま
っ
て
本
格
的
な
防
禦
態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
ぐ
。
翌
文
永
九
年

（一

�
ｵ
二
）
二
月
、
幕
府
内
で
は
い
わ
ゆ
る
コ
一
月
騒
動
」
が
勃
発
す
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
『
保
層
間
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
文
永
）

同
九
年
二
月
六
波
羅
ノ
代
官
ハ
時
宗
が
兄
也
。
式
部
丞
時
輔
ト
申
。
舎
弟
二
越
ラ
レ
テ
。
年
来
謀
反
ノ
志
有
ケ
ル
が
此
事
顕
テ
。
関
東
ニ
モ
。
同
十
一
日
尾

張
入
道
見
西
豊
島
。
遠
江
守
教
幽
幽
セ
ラ
レ
畢
。
見
西
口
無
罪
ノ
間
。
討
手
大
蔵
次
郎
左
衛
門
尉
。
渋
谷
薪
左
衛
門
尉
。
四
方
田
滝
口
左
衛
門
尉
。
石
河
神



次
左
衛
門
尉
。
薩
摩
左
衛
門
三
郎
贋
首
ヲ
ハ
ネ
ラ
レ
畢
。
双
方
が
討
手
ハ
賞
罰
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

同
十
五
β
式
部
丞
時
輔
モ
六
波
羅
ニ
テ
露
国
ラ
ル
。
蒔
尚
歯
テ
吉
野
ノ
奥
へ
立
入
テ
行
方
不
知
。

中
御
…
口
中
将
鷹
興
隆
隣
召
籠
レ
ヌ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

是
ヲ
ニ
月
騒
動
卜
申
ケ
リ
。

其
外
人
太
多
損
ジ
タ
リ
。

蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

　
右
の
記
述
は
、
執
権
北
条
時
宗
と
六
波
羅
探
題
南
方
で
あ
っ
た
庶
兄
時
輔
と
の
権
力
争
い
と
い
う
観
点
か
ら
事
件
の
経
過
を
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
事
件
の
主
謀
者
と
さ
れ
て
い
る
時
輔
よ
り
前
に
、
北
条
（
名
越
）
尊
爵
・
教
時
が
鎌
倉
で
殺
さ
れ
、
時
章
の
討
伐
者
大
蔵
次
郎
以
下
五

人
が
斬
首
さ
れ
て
い
る
点
、
中
御
門
中
将
実
隆
と
い
う
公
家
側
人
物
が
連
座
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
に
も
多
数
が
殺
さ
れ
て
い
る
点

か
ら
、
二
月
騒
動
を
単
に
家
督
時
宗
と
庶
兄
時
輔
の
権
力
闘
争
と
み
る
に
は
疑
問
が
の
こ
る
。
真
梱
の
不
明
な
こ
の
事
件
の
背
景
を
理
解
す
る

た
め
に
、
文
永
元
年
（
コ
一
六
四
）
頃
ま
で
湖
っ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
文
永
元
年
八
月
、
北
条
時
頼
の
嫡
子
で
あ
っ
た
十
五
歳
の
時
宗
が
連
署
に
就
任
す
る
。
ま
た
、
執
権
北
条
長
時
死
去
の
あ
と
、
北
条
一
門
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

長
老
で
、
当
時
連
署
で
あ
っ
た
政
村
が
執
権
に
就
任
し
、
時
宗
の
成
長
を
待
つ
と
い
う
暫
定
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
文
永
五
年
、
時
宗
が
執
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
就
任
す
る
ま
で
の
時
期
は
、
執
権
時
宗
体
制
実
現
へ
向
け
て
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
政
村
・
時
宗
ら
の
幕
府
首
脳
部
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

得
宗
の
地
位
確
立
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
文
永
元
年
十
一
月
、
時
宗
の
庶
兄
時
輔
を
六
波
羅
南
方
に
任
じ
て
上
洛
さ
せ
、
鎌
倉
か
ら
遠
ざ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
一
方
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
三
月
、
幕
政
に
大
き
な
発
言
権
を
も
つ
名
越
氏
の
抑
止
の
た
め
、
名
越
三
章
を
筆
頭
と
す
る
三
方
引
付
を
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

め
、
重
事
は
執
権
・
連
署
が
直
接
聴
断
ず
る
こ
と
に
改
め
た
。
時
宗
連
署
時
代
の
最
も
大
き
な
政
治
的
事
件
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
皇
族
将

軍
宗
尊
の
将
軍
職
停
廃
1
京
都
へ
の
追
放
で
あ
る
。
文
永
三
年
六
月
、
時
宗
の
私
邸
に
時
宗
・
政
村
・
実
時
・
安
達
泰
盛
が
参
会
し
、
「
岸
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

御
沙
汰
」
が
行
わ
れ
宗
尊
の
将
軍
解
任
が
決
定
さ
れ
た
。
二
十
四
歳
の
宗
尊
を
追
放
し
た
後
、
そ
の
子
三
歳
の
惟
康
を
新
将
軍
に
す
え
た
幕
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

首
脳
部
は
、
政
治
上
・
血
縁
・
姻
戚
の
面
か
ら
得
心
時
宗
を
中
心
に
強
く
結
合
し
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
幕
府
を
主
導
す
る
執
権
・
得
宗
側
は
、
得
宗
蒔
宗
を
脅
や
か
す
も
の
と
し
て
、
庶
兄
時
輔
・
名
越
幾
・
将
軍
宗
尊
の
三
者

を
抑
圧
・
排
除
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
対
抗
勢
力
の
不
満
が
潜
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
工
月
騒
動
は
、
「
時
宗
を
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忠
と
す
る
中
枢
部
が
・
名
馨
を
忠
と
し
た
反
対
派
の
陰
謀
を
想
定
し
・
先
製
馨
か
け
た
も
％
」
と
・
包
欝
に
評
価
さ
れ
て
い
る
・

し
か
し
、
こ
の
反
対
派
の
性
格
規
定
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
従
来
の
研
究
は
二
月
騒
動
を
、
得
宗
専
制
化
に
お
い
て
北
条
一
門
内
の
矛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

盾
を
解
消
し
た
事
件
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
が
、
そ
れ
に
従
う
な
ら
ぼ
、
次
の
疑
問
が
生
じ
る
。
即
ち
、
文
永
六
年
当
時
に
そ
の
協
力
を

期
待
し
た
名
越
氏
を
、
な
ぜ
防
禦
体
制
樹
立
が
い
そ
が
れ
て
い
た
文
永
九
年
初
に
至
っ
て
粛
清
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
得

宗
側
が
名
越
属
ら
の
反
対
派
の
陰
謀
を
想
定
し
た
と
す
れ
ぼ
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
閥
で
あ
る
。
二
月
騒
動
を
見
直
し

て
そ
の
性
格
を
明
確
に
す
る
必
要
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
は
、
事
件
連
累
者
を
結
び
つ
け
る
媒
介
的
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
保
暦
間
記
』
に
み
え
る
中
御
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

実
隆
は
、
か
つ
て
宗
尊
将
軍
に
近
侍
し
て
い
た
京
下
り
の
貴
族
で
あ
る
。
将
軍
の
側
近
公
家
と
し
て
将
軍
追
放
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
ゆ
え
に
、

事
件
に
連
座
し
て
召
し
禁
じ
ら
れ
た
と
み
て
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
ま
た
、
名
越
早
撃
は
宗
尊
追
放
の
時
、
軍
兵
数
十
騎
を
率
い
て
あ
ら
わ
れ
、
時
宗
の
制
止
に
も
陳
謝
し
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
教
時
・
時

章
の
質
草
時
は
、
か
つ
て
の
将
軍
頼
経
の
近
臣
で
あ
る
将
軍
派
の
有
力
者
で
、
寛
元
四
年
（
一
一
西
六
）
五
月
、
執
権
時
頼
に
よ
っ
て
伊
豆
に
逐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

わ
れ
、
そ
の
弟
時
幸
は
自
殺
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
名
越
氏
と
「
将
軍
」
と
の
親
密
な
関
係
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
そ
の
他
、
『
保
暦
間
記
』
に
は
み
え
な
い
が
、
六
波
羅
探
題
評
定
衆
と
し
て
在
京
中
の
安
達
頼
景
が
、
事
件
に
連
座
し
て
所
領
を
没
収
さ
れ

　
　
⑳

て
い
る
。
頼
景
は
安
達
泰
盛
の
庶
兄
で
あ
り
、
弘
長
三
年
（
＝
一
六
三
）
六
月
六
波
羅
へ
の
転
出
は
時
宗
の
庶
兄
時
輔
の
場
合
と
よ
く
似
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

彼
が
反
泰
盛
の
姿
勢
を
持
続
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
得
宗
体
制
に
対
し
て
も
批
判
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建

長
四
年
（
一
二
五
二
）
四
月
、
宗
尊
親
王
の
鎌
倉
入
り
を
奏
聞
す
る
使
者
と
し
て
上
洛
し
た
こ
と
が
あ
り
、
翌
々
年
建
長
六
年
（
＝
一
五
四
）
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
鎌
倉
中
貴
公
心
」
の
時
、
将
軍
御
所
に
群
参
し
た
御
家
人
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
得
宗
支
持
の
姿
勢
の
強
い
泰
盛
と
は
違
っ
て
、
頼
景
は
宗
尊

と
親
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
み
え
る
。

　
以
上
、
二
月
騒
動
の
連
累
者
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
的
境
遇
は
異
な
る
と
は
い
え
、
中
御
門
実
隆
・
名
越
即
時
・
安
達
頼
景
等
は
、
前
将
軍
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宗
尊
と
親
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
一
応
、
二
月
騒
動
の
背
後
に
前
将
軍
信
心
の
影
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

本
来
、
幕
府
が
将
軍
と
御
家
人
と
の
主
従
制
を
基
礎
と
す
る
以
上
、
将
軍
を
中
心
と
し
た
有
力
な
政
治
勢
力
が
形
成
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ

の
上
、
宗
尊
自
身
が
、
幕
府
の
主
と
い
う
意
識
が
強
く
、
慮
ら
供
奉
の
御
家
人
を
選
定
し
、
服
務
怠
慢
の
者
を
厳
し
く
調
査
さ
せ
る
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
⑳

入
物
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
佐
藤
氏
の
言
葉
を
か
り
れ
ぼ
、
「
将
軍
の
下
に
特
別
親
近
の
御
家
人
が
集
ま
り
、
ま
た
執
権
に
疎
外
さ
れ
る
者
が

も
と
め
て
将
軍
に
近
づ
き
、
将
軍
勢
力
を
形
づ
く
る
の
は
自
然
の
勢
い
で
あ
り
、
時
間
の
問
題
」
で
あ
っ
た
。
文
永
三
年
の
避
雷
追
放
は
そ
う

し
た
勢
力
の
中
心
を
排
除
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
上
記
の
人
物
ら
は
、
得
暴
酒
に
よ
る
将
軍
追

放
に
対
す
る
不
満
勢
力
と
し
て
潜
在
し
、
そ
の
矛
盾
が
二
月
騒
動
を
通
じ
て
爆
発
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
事
実
、
対
外
的
危
機
と
い
う
あ
ら
た
な
状
況
は
、
幕
府
内
の
矛
盾
を
尖
鋭
化
さ
せ
る
力
を
も
ち
や
す
い
。
蒙
古
襲
来
の
危
機
下
に
お
い
て
、

全
武
士
階
級
結
集
と
い
う
課
題
が
幕
府
に
生
ま
れ
た
時
、
画
道
的
で
あ
り
な
が
ら
御
家
人
支
配
の
正
統
性
を
も
た
な
い
得
宗
の
無
駄
へ
の
不
満

・
対
抗
勢
力
が
、
そ
の
結
集
点
を
前
将
軍
宗
尊
に
求
め
る
の
は
自
然
な
動
き
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、
国
家
的
危
機
に
際
し
て
「
将
軍
」

が
惟
康
の
よ
う
に
単
に
露
塵
権
力
の
か
ざ
り
も
の
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
宗
尊
の
よ
う
に
名
実
と
も
に
対
蒙
古
政
策
の
主
導
者
と
な
惹
べ
き

だ
と
い
う
論
理
を
展
開
し
、
そ
れ
が
得
宗
権
力
へ
の
不
満
諸
勢
力
の
呼
応
を
よ
び
お
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
宗
に
よ
っ
て
幕
府
中
枢
か
ら
疎

外
さ
れ
て
い
た
庶
兄
品
等
が
「
謀
反
」
を
企
て
る
の
は
、
そ
う
い
う
趨
勢
上
、
当
然
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
北
条
一
門
の
中
で
、
時
輔
と
提

携
す
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
同
時
に
、
宗
廟
将
軍
と
親
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
名
越
教
時
が
、
反
得
宗
勢
力
の
中
心
と
な
る
の
も
な
ん
ら

お
か
し
く
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
永
八
年
）

　
反
得
意
勢
力
の
具
体
的
な
活
動
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
日
蓮
が
「
去
年
よ
り
謀
反
の
者
国
に
充
満
し
、
今
年
二
月
十
一
日
合
戦
、
其
よ
り
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

五
月
の
す
ゑ
、
い
ま
た
世
間
安
穏
な
ら
す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
文
永
八
年
以
来
、
各
地
で
謀
反
勢
力
が
見
ら
れ
て
お
り
、
二
月
騒
動
後
の
五

月
ま
で
そ
の
余
波
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
事
件
の
連
累
者
の
中
に
は
、
三
浦
氏
の
一
族
で
あ
る
佐
原
盛
信
・
多
々
良
行
政
と
い
う
者

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
月
騒
動
直
後
の
文
永
九
年
二
月
三
十
日
、
前
将
軍
宗
尊
親
王
が
出
家
し
て
い
る
事
実
も
事
件
と
の
関
連
を
考
え
て
み
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
謀
反
者
た
ち
は
お
そ
ら
く
宗
尊
を
将
軍
の
座
に
復
帰
さ
せ
る
と
い
う
計
画
を
も
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
尊
は
反
得
業
勢
力

の
結
集
点
と
さ
れ
、
結
局
出
家
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
一
方
、
蒙
古
国
書
の
到
来
直
後
、
時
宗
中
心
の
指
導
部
を
整
備
し
た
幕
府
首
脳
の
立
場
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。
当
初
幕
府
首
脳
部
は
、

国
内
の
団
結
を
図
る
必
要
性
、
幕
政
上
に
お
け
る
名
越
国
章
の
比
重
、
及
び
彼
が
九
州
の
三
か
国
（
筑
後
・
肥
後
・
大
隅
）
の
守
護
職
を
も
っ
て
い

た
点
な
ど
を
考
慮
し
て
、
警
戒
し
つ
つ
も
一
応
名
越
氏
の
協
力
を
あ
お
い
で
い
た
。
だ
が
、
本
格
的
な
防
禦
体
制
の
樹
立
が
要
請
さ
れ
る
文
永

八
年
以
来
の
対
外
的
危
機
下
に
お
い
て
、
対
抗
勢
力
の
結
集
の
動
き
が
み
え
て
く
る
と
、
そ
れ
を
粉
砕
す
る
こ
と
が
目
前
の
課
題
と
浮
び
上
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
頃
の
幕
府
内
部
に
は
、
「
何
事
登
候
和
須
、
世
上
騒
乱
之
間
、
人
受
上
殿
、
身
之
上
種
、
安
不
更
仁
難
レ
弁
時
分
仁
候
幾
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
不
安
が
み
ち
て
い
た
に
違
い
な
い
。
か
つ
て
時
輔
と
宗
尊
と
の
関
係
が
密
接
に
な
る
こ
と
が
最
も
忌
偉
さ
れ
て
い
た
点
に
照
ら
し
て
、
も

は
や
時
輔
の
運
命
は
定
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
文
永
八
年
十
一
月
、
長
時
の
子
で
あ
る
義
宗
が
六
波
羅
北
方
に
就
任
す
る
と
、
翌
年
二
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

南
方
時
輔
は
訣
殺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
永
六
年
当
時
は
協
力
関
係
に
あ
っ
た
評
定
衆
筆
頭
時
差
の
場
合
は
、
彼
が
得
宗
時
宗
に
対
抗
し
う

る
有
力
者
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
弟
教
時
の
与
同
を
「
相
馬
」
し
た
者
に
よ
っ
て
先
走
っ
て
諌
殺
さ
れ
た
と
推
定
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
二
月
騒
動
の
勃
発
す
る
当
日
、
幕
府
は
「
追
討
使
蒙
レ
仰
不
相
向
港
外
、
無
二
左
右
一
於
一
一
馳
向
之
輩
一
者
、
可
レ
被
レ
処
二
重
科
一
之
由
、
普
可
下
県
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

相
訓
触
御
家
人
等
一
給
上
」
と
の
御
教
書
を
諸
国
に
発
し
、
御
蛮
人
が
勝
手
に
馳
せ
参
ず
る
こ
と
を
禁
じ
る
一
方
、
翌
十
二
日
、
時
宗
は
武
士
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ち
の
着
到
に
確
認
の
証
判
を
与
え
る
な
ど
、
み
ず
か
ら
軍
勢
を
指
揮
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
時
宗
た
ち
は
当
初
、
名
越
氏
勢
力
の
黒
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
反
擾
を
予
想
し
て
、
緻
密
な
事
前
計
画
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
得
宗
御
内
人
と
み
ら
れ
る
大
蔵
以
下
五
人
は
、
時
章
を
誤
っ
て
殺
害
し
た

と
し
て
文
永
九
年
九
月
二
日
に
斬
首
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
先
の
御
教
書
に
直
接
の
根
拠
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
実
際
に
、

幕
府
首
脳
部
の
こ
の
事
後
措
置
は
、
時
章
無
実
の
判
明
に
伴
う
幕
府
内
の
不
協
和
音
と
御
内
人
の
勝
手
な
行
動
に
対
す
る
批
判
の
声
を
配
慮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
、
政
治
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
以
上
の
推
定
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
二
月
騒
動
の
性
格
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
二
月
騒
動
は
、
「
将
軍
」
を
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形
式
的
首
班
と
し
て
対
蒙
古
政
策
を
主
導
す
る
得
宗
権
力
と
、
名
実
と
も
に
「
将
軍
」
が
対
蒙
古
政
策
の
主
導
者
と
な
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

主
張
す
る
反
得
宗
勢
力
と
の
権
力
争
い
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の
事
件
の
真
の
背
景
は
、
「
北
条
一
門
内
の
矛
盾
」
に
求
め
る
べ

き
で
な
く
、
む
し
ろ
幕
府
体
制
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
伊
豆
の
在
庁
出
自
と
い
う
身
分
上
の
制
約
の
た
め
、
得
宗
は
自
ら
が
将
軍
と
な
っ
て
御
家
人
支
配
の
正
統
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
幕
府
主
従
制
の
頂
点
で
あ
る
将
軍
の
地
位
の
実
質
化
は
、
得
宗
権
力
が
最
も
警
戒
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
〃
対

外
的
危
機
下
に
お
け
る
将
軍
の
地
位
の
実
質
化
”
と
い
う
反
得
宗
1
1
反
「
体
調
」
の
論
理
は
、
た
と
え
そ
れ
が
謀
反
の
口
実
に
す
ぎ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
せ
よ
、
得
宗
権
力
の
ア
キ
レ
ス
腱
を
突
い
た
も
の
と
い
え
る
。
時
宗
た
ち
が
当
初
、
「
陰
謀
を
か
な
り
大
き
な
も
の
と
考
え
て
い
た
」
理
由

も
ま
さ
に
そ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
こ
う
見
れ
ば
、
二
月
騒
動
の
意
義
の
一
は
、
幕
府
の
得
宗
権
力
が
、
本
格
的
な
防
禦
態
勢
を
整
え
る
際
に
、
積
り
つ
つ
あ
っ
た
内
部
矛
盾
を

解
消
で
き
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
で
幕
府
は
、
対
蒙
古
政
策
を
推
進
す
る
確
固
な
権
力
を
構
築
し
た
。
そ
の
二
は
、
得
宗
自
身
に
政
治
的
不
安
感

を
内
在
さ
せ
た
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
対
外
的
危
機
下
で
〃
「
将
軍
」
の
地
位
の
実
質
化
”
を
掲
げ
る
反
得
宗
の
動
き
が
ま
た
現
わ
れ
な

い
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
二
月
騒
動
は
、
歯
髄
権
力
の
政
策
主
導
権
の
確
立
を
可
能
に
し
た
事
件
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

そ
の
後
の
得
宗
権
力
の
政
策
を
規
定
す
る
要
因
と
も
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
『
将
軍
執
権
次
第
鋤
文
永
置
年
条
。

②
　
『
関
東
評
定
伝
恥
文
永
六
年
条
。

③
新
田
英
治
「
鎌
倉
後
期
の
政
治
過
程
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
瞼
6
中
世
2
、

　
一
九
七
五
）
八
頁
。

④
　
文
永
七
年
八
月
二
十
九
日
関
東
御
教
書
（
『
中
世
法
制
史
料
集
』
「
追
加
法
」
四

　
四
五
）
。

⑤
　
　
『
群
澱
燥
類
従
駈
策
二
十
山
ハ
柏
輯
　
雑
翻
即
。

⑥
『
関
東
評
定
伝
』
文
永
元
年
条
。

　
　
『
将
軍
執
権
次
第
』
文
永
元
年
条
。

⑧
　
『
関
東
評
定
伝
』
文
永
十
年
条
。

⑨
　
川
添
昭
一
一
「
北
条
時
宗
の
研
究
－
連
署
時
代
ま
で
i
」
（
『
松
浦
党
研
究
隠

　
五
、
一
九
八
二
）
ゴ
＝
頁
。

⑩
『
将
軍
執
権
次
第
』
文
永
元
年
条
。

⑪
　
網
野
善
彦
『
蒙
古
襲
来
』
（
小
学
館
、
　
一
九
七
閥
）
一
三
八
頁
。

⑫
『
関
東
評
定
伝
』
文
永
三
年
条
。

⑩
　
　
『
菰
四
妻
締
刷
』
文
・
氷
一
二
年
六
月
二
十
凸
口
条
。
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⑭
　
川
添
「
北
条
隠
宗
の
研
究
」
三
〇
頁
、
七
頁
。

安
達
氏
・
北
条
氏
系
図

纏〒女1
　薫

景
村
1
…
泰
宗
…
1
女

（
北
条
）

　
（
北
条
）

　
時
房

　
（
安
達
）

　
盛
長

　
（
北
条
）

　
義
時

重
時

噸

景
∴
景

女

盛
宗

泰
盛
　
宗
景

曲
言

努

釜

鷺丁屠

日毎

新

貞＿
時一

実
時

潮
Il寺

E

女

　　　　　　　　　　　　　　　　高　泰

　　　　　　　　　　　　　　　　時　家

妻
泰

⑮
綱
野
、
前
掲
書
、
一
五
一
頁
。

⑯
佐
藤
進
一
『
日
本
の
中
世
国
家
』
（
岩
波
認
識
、
一
九
八
三
）
一
四
〇
～
一
四
一

　
頁
。
渡
辺
晴
子
「
得
宗
専
制
体
制
の
成
立
過
程
」
（
一
）
（
『
政
治
経
済
史
学
』
一
二

　
五
、
一
九
七
六
）
六
頁
。

⑰
『
吾
妻
鏡
』
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
十
一
月
二
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
「
将
軍

　
家
御
参
鶴
岱
宮
」
の
供
奉
人
の
一
人
と
し
て
「
中
御
門
新
少
将
実
隆
朝
臣
」
（
吉
ホ

　
は
、
少
を
中
と
し
て
い
る
）
と
み
え
て
い
る
。

⑱
『
吾
妻
鏡
』
文
永
三
年
七
月
四
日
条
。

⑲
佐
藤
『
臼
本
の
中
世
蟹
家
隔
一
二
三
頁
参
照
。

⑳
『
関
東
評
定
伝
』
弘
長
三
年
条
。

⑳
川
添
昭
二
「
安
達
泰
盛
と
そ
の
兄
弟
」
（
『
棲
神
』
五
三
、
一
九
八
一
ご
ご
一
頁
。

⑳
　
　
『
吾
妻
鏡
』
建
長
四
年
四
月
二
日
条
、
同
建
長
六
年
六
月
十
六
日
条
。

⑭
　
舅
と
し
て
の
泰
盛
の
得
宗
支
持
の
姿
勢
は
、
北
条
氏
一
門
の
政
村
・
実
時
よ
り

　
む
し
ろ
強
い
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
川
添
「
北
条
時
宗
の
研
究
」
三

　
〇
頁
）
。

⑳
　
同
右
、
　
一
工
ハ
～
ゴ
ニ
頁
参
昭
｛
。

⑳
　
佐
藤
『
日
本
の
中
世
国
家
』
一
二
五
頁
。

⑳
　
文
永
九
年
五
月
二
十
五
日
日
蓮
書
状
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
四
巻
一
一
一
四
〇

　
号
）
。

⑳
続
群
書
類
従
本
『
三
浦
系
図
』
。

⑱
　
　
『
本
朝
皇
胤
早
引
録
』
。

⑳
　
佐
藤
進
一
『
増
訂
鎌
…
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
（
東
京
・
大
学
繊
版
会
、
　
一
九

　
八
四
、
餓
叩
二
刷
）
「
＝
六
～
二
｝
七
鞘
貝
、
　
二
二
四
塀
貝
、
　
｝
＝
二
四
～
二
…
二
五
舗
員
。

⑳
弘
安
八
年
十
二
月
二
十
｝
日
金
沢
顕
時
書
状
案
（
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
2

　
古
代
・
中
世
、
一
〇
二
三
号
）
。

⑳
　
渡
辺
晴
美
「
北
条
蒔
宗
の
家
督
継
承
条
件
に
関
す
る
一
考
察
」
（
下
）
（
『
政
治
経

　
済
史
学
』
一
＝
、
「
九
七
五
）
＝
ハ
頁
。

⑫
　
　
『
帝
王
編
年
記
』
巻
二
六
　
　
六
波
羅
。

⑳
　
文
永
九
年
二
月
十
一
田
関
東
御
教
書
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
四
巻
｝
〇
九
七
二

　
号
）
、
文
永
九
年
二
月
二
十
八
日
少
弐
資
能
霞
下
（
同
、
一
〇
九
八
五
号
）
。

⑭
　
文
永
九
年
二
月
十
二
臼
幕
府
（
り
．
）
北
門
宿
直
著
到
（
同
、
　
〇
九
七
四
号
）
。

⑯
　
大
蔵
次
郎
左
衛
門
尉
は
、
続
群
書
類
従
本
『
武
蔵
七
党
系
図
』
（
村
山
姓
野
与

　
党
）
に
よ
れ
ば
、
大
蔵
二
郎
行
高
の
子
孫
と
し
て
そ
の
名
が
「
山
景
」
と
み
え
、

　
「
文
永
九
年
九
月
二
日
与
二
渋
谷
新
左
衛
門
等
五
人
一
℃
重
斬
”
於
鎌
倉
叩
武
甲
下
二
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月
冠
註
。
誤
撃
自
殺
名
護
屋
尾
張
入
道
見
如
上
也
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
『
習

妻
鏡
隔
弘
長
元
年
（
＝
∫
ハ
一
）
正
月
一
日
条
に
、
坑
飯
の
儀
式
の
へ
っ
と
し
て

五
疋
の
馬
が
上
覧
に
供
さ
れ
る
時
の
役
人
と
し
て
登
場
す
る
。

一
御
馬

一…

艾
三
御
馬

四
芝
切

（
北
条
）

新
相
模
一
二
郎
晦
村

（
北
条
）

絹
模
三
郎
時
輔

（
金
沢
）

越
後
四
郎
顕
時

（
安
達
）

誠
四
郎
宏
衛
門
尉
時
盛

（
名
越
）

遠
江
七
郎
降
基

粟
飯
原
右
衛
門
尉

諏
方
四
郎
兵
籍
尉

　
　
五
御
馬

右
で
、
下
に
位
置
す
る
者
は
、
上
の
者
に
対
し
て
補
助
的
役
割
に
当
る
よ
う
に
み

え
る
が
、
大
蔵
頼
季
が
北
条
琉
の
被
官
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

粟
飯
原
・
諏
方
・
安
東
氏
が
い
ず
れ
も
得
宗
被
官
家
で
あ
る
事
実
（
奥
富
敬
之

『
鎌
倉
北
条
氏
の
基
礎
的
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
〉
二
五
四
～
二
五
六

頁
参
照
）
は
、
画
業
が
得
宗
鬼
窟
で
あ
る
こ
と
を
強
力
に
示
唆
す
る
。

　
渋
谷
新
左
衛
門
尉
は
、
『
吾
妻
鏡
』
弘
畏
元
年
正
月
十
四
日
条
に
そ
の
名
が
「
朝

重
」
と
み
え
、
同
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
正
月
十
一
日
条
に
は
弓
始
の
一
番
射

手
と
出
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』
に
よ
れ
ば
、
渋
谷
氏
の

一
族
が
文
永
八
年
か
ら
得
宗
時
宗
の
被
官
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
旧
来
の
御
家

人
が
御
内
人
に
な
っ
た
例
と
み
ら
れ
る
が
、
朝
重
も
御
内
人
と
な
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

　
四
方
田
滝
口
左
衛
門
尉
は
、
続
群
書
類
従
本
『
武
蔵
七
党
系
図
』
（
有
道
姓
児
玉

党
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
名
が
「
時
綱
」
と
み
え
て
お
り
、
そ
の
兄
高
政
は
、
『
吾

妻
鏡
』
弘
長
三
年
（
＝
一
六
三
）
正
月
二
艮
条
に
坑
飯
の
儀
式
の
役
人
と
し
て
登

安
東
宮
内
左
衛
門
尉

（
安
達
）

同
五
郎
左
衛
門
尉
重
書

ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ

大
倉
二
郎
左
衛
門
尉

　
場
す
る
。
高
政
は
こ
こ
で
北
条
里
村
に
付
い
て
い
る
が
、
先
の
大
蔵
頼
季
の
場
禽

　
の
よ
う
に
、
高
政
・
時
綱
が
北
条
氏
被
官
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
薩
摩
左
衛
門
三
郎
の
身
元
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
『
吾
妻
鏡
』
文
永
二
年
（
一
ご

　
六
五
）
七
月
十
六
日
条
に
、
そ
の
一
族
と
み
ら
れ
る
「
薩
摩
左
衛
門
四
郎
」
が
「
将

　
軍
家
入
左
京
兆
小
町
亭
」
の
供
奉
人
と
出
て
い
る
。
従
っ
て
、
系
譜
的
に
は
御
家

　
人
で
あ
ろ
う
が
、
文
永
九
年
段
階
で
は
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
　
石
河
は
小
野
姓
横
田
党
（
続
群
書
類
従
本
『
小
野
氏
系
図
』
）
で
あ
り
、
駿
河
国

　
に
お
け
る
得
宗
被
官
家
の
一
つ
と
し
て
み
え
る
（
奥
窟
、
前
掲
書
、
二
一
七
～
二

　
一
九
頁
）
。
石
河
神
次
左
衛
門
尉
の
身
元
は
不
明
だ
が
、
そ
の
中
の
一
人
で
あ
ろ

　
う
。

　
　
以
上
、
確
証
は
な
い
が
、
大
蔵
・
渋
谷
等
五
人
は
教
義
上
得
宗
御
内
人
と
し
て

　
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
名
越
時
章
の
嫡
子
公
時
は
、
文
永
九
年
当
時
、
引
付
衆
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、

　
翌
年
（
＝
一
七
三
）
満
月
、
評
定
衆
に
入
っ
て
お
り
、
聞
も
な
く
文
永
十
一
年
（
一

　
二
七
四
）
正
月
、
時
章
の
尾
張
歯
面
を
受
け
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
建
治
元
年
（
一

　
二
七
五
）
七
月
、
四
番
引
付
頭
人
に
昇
格
し
て
い
る
（
以
上
、
『
関
東
評
定
伝
』
当

　
該
年
条
参
照
）
。
　
こ
の
よ
う
な
公
時
の
連
年
の
進
出
は
、
評
定
衆
筆
頭
で
あ
っ
た

　
細
節
の
影
響
力
に
対
す
る
政
治
的
配
慮
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
時

　
章
の
守
護
職
は
、
筑
後
が
大
友
頼
泰
、
肥
後
が
少
弐
剣
聖
、
大
隅
が
某
氏
（
千
葉

　
氏
力
）
に
与
え
ら
れ
た
（
佐
藤
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
一
＝
七
頁
、

　
一
一
三
四
～
二
三
五
頁
、
一
一
七
九
頁
参
照
）
。

⑳
　
網
野
、
前
掲
書
、
一
五
一
頁
。
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皿
　
、
異
国
征
伐
」
計
画
と
守
護
の
交
替

1

「
異
国
征
伐
」
計
画
の
背
景
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文
永
十
一
年
（
｝
二
七
四
）
十
月
文
永
の
役
が
終
っ
た
後
、
幕
府
は
、
蒙
古
に
よ
る
再
度
の
侵
略
を
予
想
し
て
沿
岸
警
備
を
一
層
強
化
し
た
。

そ
の
た
め
、
異
国
警
固
番
役
を
整
備
し
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
二
月
に
は
、
一
年
の
う
ち
、
春
夏
秋
冬
の
各
三
か
月
ず
つ
守
護
の
指
揮
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

各
国
御
家
人
が
順
次
番
役
を
勤
仕
す
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。
同
年
四
月
、
牒
畳
叩
世
忠
一
行
の
長
門
室
津
到
着
を
契
機
に
、
幕
府
は
、
同
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

月
、
周
防
・
安
芸
両
国
の
御
家
人
を
長
門
国
警
圃
に
動
員
し
、
さ
ら
に
備
後
の
御
家
人
を
追
加
、
四
か
国
で
書
聖
し
て
来
襲
に
備
え
さ
せ
た
。

幕
府
は
こ
の
牒
使
一
行
を
同
年
八
月
に
関
東
に
召
喚
し
、
九
月
七
日
、
鎌
倉
の
龍
ノ
ロ
で
斬
首
、
そ
の
後
次
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

　
警
監
事
有
二
沙
汰
鴨
鎮
西
撰
コ
道
守
護
人
器
用
叩
発
コ
遣
海
辺
国
々
噸
止
二
京
都
大
番
役
鴨
被
レ
差
日
置
在
京
人
叩
公
家
武
家
減
コ
省
公
事
噸
行
二
倹
約
叩
休
二
民
庶
噸

　
皆
是
為
二
軍
旅
用
意
一
也
。
（
『
北
条
九
代
記
』
下
　
硅
治
元
年
条
）

　
即
ち
、
幕
府
は
、
牒
使
の
処
刑
に
よ
っ
て
必
至
と
な
っ
た
蒙
古
の
再
襲
に
備
え
、
「
警
固
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ぼ
全
面
的
な
防
衛
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
定
め
て
い
る
。
右
で
い
う
「
守
護
人
器
用
」
と
は
、
実
は
「
異
国
征
伐
」
計
画
に
伴
う
も
の
で
、
『
北
条
九
代
記
』
の
編
者
は
「
警
固
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
一
環
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
金
沢
実
時
の
三
男
実
政
が
「
建
治
元
年
十
一
月
為
二
異
国
征
伐
一
下
コ
向
鎮
西
こ

し
た
の
を
み
れ
ぼ
、
「
異
国
征
伐
」
の
計
画
は
、
建
治
元
年
九
月
の
牒
使
処
刑
後
、
お
そ
く
と
も
同
年
十
一
月
ま
で
に
は
立
て
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
こ
の
計
画
の
概
略
的
な
内
容
は
、
建
治
元
年
十
二
月
八
日
、
安
芸
国
守
護
武
田
信
時
宛
の
関
東
御
教
書
に
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

翌
年
の
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
三
月
頃
を
「
征
伐
」
の
実
行
時
期
と
し
、
鎮
西
を
軍
勢
動
員
の
中
心
地
域
と
し
た
上
で
、
不
足
の
揚
合
、
山
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

・
山
陽
・
南
海
道
等
の
西
国
沿
岸
地
域
の
地
頭
御
家
人
と
本
所
一
円
地
の
鼠
取
・
水
手
を
徴
発
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
建
治



蕨古襲来と鎌倉幕府（南）

二
年
三
月
前
後
の
時
期
、
鎮
西
の
守
護
あ
る
い
は
守
護
代
が
総
責
任
者
大
宰
少
弐
経
資
の
指
揮
に
従
い
、
御
家
人
・
非
御
家
人
を
問
わ
ぬ
動
員

　
　
　
　
　
　
⑥

を
催
促
す
る
な
ど
、
一
，
征
伐
」
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
が
あ
く
ま
で
「
警
固
事
」
の
一
環
と
し
て
、
蒙
古
の
日
本
攻
略
基
地

高
麗
へ
の
攻
撃
計
画
で
あ
っ
た
の
は
、
建
治
二
年
三
月
十
日
付
少
弐
当
盤
の
深
江
村
地
書
見
催
促
状
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
即
ち
幕
府
は
、
高
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

発
向
の
輩
を
除
く
鎮
西
諸
国
の
輩
に
異
国
警
圃
石
築
地
を
築
造
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
一
貫
し
て
き
た
幕
府
の
防
禦
方
針
が
、
牒
使
の
処
刑
後
、
蒙
古
再
襲
の
必
至
の
状
況
に
お
い
て
、
「
異
国
征
伐
」
と
い
う
攻
勢
へ
転
換
し
た

の
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
方
針
転
換
は
あ
く
ま
で
当
面
戦
略
の
変
更
で
あ
っ
て
、
防
禦
自
体
を
疎
略
に
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
は
、
幕
府
は
な
ぜ
「
異
国
警
固
」
に
止
ま
ら
ず
、
「
異
国
征
伐
」
ま
で
敢
行
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
れ
を
単
な
る
軍
事
戦
略
と
か
幕
府
の

　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
冒
険
的
侵
略
主
義
」
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
、
国
内
的
背
景
を
捨
象
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
、
御
家
人
問
題
を
中
心
と
し
て
、
計

画
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
文
永
九
年
二
月
以
来
の
過
重
な
鎮
函
御
家
人
の
警
固
番
役
負
担
は
容
易
に
推
察
で
き
る
か
ら
、
御
恩
－
奉
公
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ

て
い
る
幕
府
主
従
制
の
原
理
上
、
戦
勝
後
に
御
家
人
が
恩
賞
地
を
熱
烈
に
望
む
の
は
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
事
実
、
戦
場
に
出
陣
し
た
御
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

人
た
ち
の
究
極
の
動
機
は
、
要
す
る
に
勲
功
の
賞
で
あ
り
、
自
巴
の
領
主
制
支
配
の
拡
大
衝
動
で
あ
っ
た
。
文
永
の
役
が
終
っ
て
間
も
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

建
治
元
年
六
月
三
日
、
肥
後
国
御
家
人
竹
崎
季
長
が
恩
賞
の
訴
訟
の
た
め
に
関
菓
に
参
向
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
幕
府
は
、
戦
勝
後
に
新
た
に
獲
得
し
た
所
領
が
な
か
っ
た
た
め
、
建
治
元
年
当
時
、
特
別
な
勲
功
者
以
外
は
恩
賞
給
付
を
延
期
す
る
し

　
　
　
　
⑪

か
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
恩
賞
を
期
待
し
た
御
家
人
た
ち
に
不
満
が
生
じ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
御
家
人
の
不
満
と
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

済
的
負
担
は
、
在
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
・
相
論
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
り
、
ひ
い
て
は
御
家
人
訴
訟
を
管
轄
・
裁
許
す
る
鎮
西
守
護
と
御
家

人
の
不
稲
を
醸
成
し
た
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
御
家
人
の
戦
功
を
幕
府
に
注
進
す
べ
き
職
責
を
担
っ
て
い
る
守
護
が
、
平
時
に
お
け
る
所
領
相
論
の
た
め
に
、
御
家
人
と
の
間
に
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

和
を
醸
し
、
そ
の
た
め
御
家
人
に
対
し
て
不
利
な
行
動
に
出
た
場
合
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
勿
論
、
守
護
に
対
す
る
御
家
人
の
不
満
を
買
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い
、
両
者
間
の
不
和
を
一
層
深
化
さ
せ
た
の
に
違
い
な
い
。

　
一
方
、
こ
の
時
期
に
顕
著
に
現
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
、
御
家
人
惣
領
と
庶
子
の
対
立
の
問
題
が
あ
る
。
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
閏
三
月
十
五

日
、
豊
後
国
大
野
庄
志
賀
村
近
地
名
地
転
意
禅
季
は
、
「
異
国
警
固
」
の
事
に
関
し
て
は
、
惣
領
志
賀
泰
朝
の
催
促
に
従
わ
ず
、
守
護
所
大
友

頼
泰
の
催
促
に
預
る
こ
と
を
申
し
請
い
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
海
鼠
之
次
第
、
軍
師
レ
難
山
存
知
ハ
若
致
二
分
限
大
功
一
之
時
切
、
且
預
二
　
関
東
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

注
進
噛
且
為
レ
顕
二
童
名
血
止
引
付
一
也
」
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
た
。
庶
子
が
自
分
の
果
し
た
軍
記
を
幕
府
に
認
め
て
も
ら
お
う
と
し
て
、
警

固
番
役
の
独
立
勤
仕
を
主
張
す
れ
ぱ
、
惣
領
と
の
紛
争
を
生
じ
、
守
護
自
身
も
そ
う
し
た
対
立
の
渦
中
に
引
き
込
ま
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
紛
争
は
、
文
永
の
今
後
、
特
に
恩
賞
問
題
が
大
き
な
社
会
的
関
心
事
と
し
て
台
頭
す
る
建
治
元
年
を
境
に
多
く
な
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

　
以
上
の
諸
問
題
が
異
国
防
禦
上
に
ど
の
よ
う
な
事
態
を
も
た
ら
し
た
か
は
、
後
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
次
の
関
東
御
教
書
か
ら
窺
わ
れ
る
。
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あ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　
ね
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ぬ

鎮
西
警
固
事
、
蒙
古
異
賊
等
、
明
年
四
月
申
無
二
襲
来
一
云
々
、
掛
向
二
役
所
ハ
厳
密
可
レ
致
二
用
心
ハ
近
年
守
護
御
家
人
、
或
三
二
瞬
務
之
相
論
一
書
就
一
検
断
之

へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
カ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
へ

沙
汰
ハ
多
以
不
和
之
間
、
無
二
用
心
儀
一
単
巻
、
有
二
其
聞
ハ
挿
二
自
身
之
宿
意
ハ
不
レ
顧
二
天
下
大
難
一
之
条
、
甚
不
忠
也
、
御
家
人
已
下
軍
兵
等
者
、
訪
朝
守
護

畳
目
可
レ
致
二
防
戦
之
忠
噛
守
護
人
亦
不
レ
論
二
親
疎
ハ
注
脚
進
詰
開
一
望
レ
申
調
行
賞
罰
｝
也
、
相
互
於
レ
背
レ
仰
者
、
裁
可
レ
被
レ
処
二
不
忠
之
重
科
ハ
以
飯
豊
旨
一
可
レ

相
離
触
国
申
一
之
状
、
依
レ
仰
執
達
如
レ
件

　
　
（
一
二
八
○
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
宗
）

　
　
弘
安
三
年
十
二
月
八
日
　
　
　
　
相
模
守
在
判

　
　
　
　
（
頼
泰
）
　
　
　
⑮

　
　
　
大
友
兵
庫
頭
入
道
殿

　
右
で
は
、
「
所
務
之
相
論
」
や
「
検
断
之
沙
汰
」
に
よ
る
守
護
と
御
家
人
の
不
和
を
指
摘
し
、
御
家
人
以
下
軍
兵
は
守
護
の
命
に
従
い
、
守

護
は
公
平
に
軍
忠
を
注
進
、
賞
罰
を
行
え
と
、
固
く
戒
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
訴
訟
に
よ
る
守
護
・
御
家
人
の
不
和
が
「
近
年
」
に
多
く
な

っ
て
い
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
後
に
は
、
お
そ
ら
く
既
述
の
諸
問
題
が
深
く
介
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
軍
役
賦



蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

課
に
よ
る
経
済
的
負
担
、
恩
賞
の
延
期
か
ら
く
る
不
満
、
警
固
番
役
の
勤
仕
方
式
を
め
ぐ
る
養
子
問
の
対
立
、
及
び
戦
功
・
軍
忠
を
注
進
す
る

守
護
へ
の
不
信
・
不
満
な
ど
が
、
訴
訟
の
頻
発
と
守
護
・
御
家
人
の
不
和
を
一
層
深
化
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
守
護
に
よ
る
御
家
人

の
指
揮
・
統
率
に
基
づ
く
防
禦
体
制
の
動
揺
は
必
然
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
幕
府
は
、
こ
の
事
態
を
根
本
的
に
解
決
で
き

な
い
ま
ま
、
「
挿
二
自
身
之
宿
意
ハ
不
レ
顧
二
天
下
大
難
一
之
条
、
雲
上
忠
也
」
と
し
て
そ
れ
を
抑
圧
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
防
禦
体
制
の
動
揺
は
、
問
題
発
生
の
要
因
か
ら
考
え
て
、
す
で
に
建
治
元
年
頃
に
現
わ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
と

す
れ
ば
、
同
年
九
月
の
牒
使
処
刑
と
い
う
幕
府
の
強
硬
策
は
、
実
は
、
対
外
的
危
機
を
み
ず
か
ら
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
禦
体
制
に
緊

迫
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
く
「
異
国
征
伐
」
計
画
も
、
単
な
る
外
敵
へ
の
攻
撃
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ

を
軸
に
す
る
防
禦
体
制
の
強
化
・
再
編
を
図
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
幕
府
は
、
動
揺
し
つ
つ
あ
る
防
禦
体
制
で
侵
略
を
待
つ
よ
り
、
む
し
ろ

攻
撃
を
通
じ
て
敵
の
軍
勢
に
打
撃
を
加
え
る
と
同
時
に
、
対
外
戦
争
の
遂
行
を
転
機
と
す
る
臨
戦
体
制
下
で
国
内
統
欄
の
強
化
を
図
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
臨
戦
体
制
下
に
お
い
て
、
幕
府
は
、
御
家
人
に
対
す
る
守
護
の
軍
事
指
揮
権
を
強
化
で
き
た
だ
ろ
う
し
、
従
来
支
配
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

が
及
ば
な
か
っ
た
本
所
一
円
地
の
住
人
ま
で
軍
事
指
揮
・
統
制
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
国
内
武
士
の

統
制
の
た
め
、
幕
府
は
、
得
宗
権
力
の
意
思
を
代
弁
・
貫
徹
す
る
多
数
の
強
力
な
守
護
（
あ
る
い
は
守
護
代
）
た
ち
を
西
国
に
派
遣
し
た
の
で

あ
る
。

　
だ
が
「
征
伐
」
計
画
は
、
結
局
実
行
に
移
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
建
治
二
年
三
月
着
零
さ
れ
た
石
築
地
造
営
と
の
両
立
の

困
難
、
課
役
負
担
の
軽
減
を
望
む
御
家
人
の
意
向
、
幕
府
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
動
員
さ
れ
る
本
所
一
円
地
住
人
の
非
積
極
性
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

　
⑰
よ
う
。
も
と
も
と
防
禦
の
一
環
と
し
て
取
ら
れ
た
こ
の
計
画
は
、
実
行
上
の
困
難
さ
も
あ
っ
て
、
間
も
な
く
中
止
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
「
異
国
征
伐
」
の
企
て
が
、
幕
府
に
よ
る
国
内
武
士
の
統
制
に
一
定
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
「
異
国
征
伐
」
と
い
う
大
義
名
分
自
体
が
得
宗
権
力
の
対
蒙
古
政
策
に
正
当
性
を
提
供
し
た
側
面
も
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
従
来

防
備
だ
け
を
固
め
て
き
た
幕
府
が
、
進
ん
で
外
敵
を
撃
つ
と
い
う
強
硬
で
積
極
的
な
姿
勢
を
明
確
に
す
る
の
は
、
幕
府
の
有
力
御
家
人
や
公
家
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側
に
対
し
て
得
宗
の
政
策
主
導
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
大
義
名
分
は
、
北
条
一
門
守
護
の
西
国
進
出

に
対
す
る
外
様
守
護
の
不
満
や
、
そ
の
支
配
圏
（
権
）
を
侵
害
さ
れ
た
本
所
領
家
側
の
反
擾
を
抑
圧
す
る
た
め
に
も
有
効
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
異
国
征
伐
」
の
大
義
名
分
の
下
で
聖
餐
の
権
力
基
盤
が
拡
大
し
た
こ
と
に
、
こ
の
計
画
の
政
治
的
意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
一
方
、
「
異
国
征
伐
」
の
計
画
が
中
止
さ
れ
た
の
ち
、
内
外
の
状
況
は
ど
う
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
石
築
地
の
造
営
が

　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ほ
ぼ
完
成
し
た
建
治
三
年
（
＝
毛
七
）
六
月
、
南
鮮
の
減
亡
が
鎌
倉
に
伝
え
ら
れ
た
。
翌
々
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
七
月
に
は
、
前
月
来
日
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
元
使
を
博
多
で
再
び
処
刑
し
た
た
め
、
蒙
古
の
再
襲
は
必
至
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
対
外
的
緊
張
が
高
ま
る
一
方
、
九
州
の
防
禦
体
制

が
次
第
に
弛
ん
で
き
た
の
は
、
先
に
引
用
し
た
弘
安
三
年
十
二
月
関
東
御
教
書
に
窺
わ
れ
る
。
南
宋
の
滅
亡
に
よ
る
対
外
的
状
勢
の
変
化
の
た

　
⑳
め
か
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
「
異
国
征
伐
」
は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
現
わ
れ
る
の
は
、
弘
安
の
役
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
蒙
古
軍
が
撤
収
し
た
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
閏
七
月
初
か
ら
約
一
か
月
半
も
経
た
ぬ
中
に
、
幕
府
は
再
び
「
異
国
征
伐
」
を
計
画
し
た
。
大

将
は
少
弐
経
資
か
大
友
頼
泰
で
あ
り
、
少
弐
・
大
友
の
管
轄
国
と
み
ら
れ
る
三
か
国
（
筑
前
・
豊
後
・
肥
前
ヵ
）
の
御
家
人
た
ち
を
こ
と
ご
と
く
催

す
だ
け
で
な
く
、
少
な
く
と
も
山
城
・
大
和
の
悪
徒
五
十
六
人
を
動
員
す
る
と
い
う
計
画
で
、
そ
れ
ら
の
悪
徒
は
八
月
中
に
鎮
西
に
下
向
す
る

　
　
　
　
　
　
　
㊧

よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
今
回
の
計
画
は
建
治
の
そ
れ
に
比
べ
て
規
模
が
小
さ
く
、
筑
前
・
肥
前
等
の
異
国
合
戦
の
中
心
地
の
み
が
動
員
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
弘
安
の
「
征
伐
」
計
画
が
、
戦
勝
の
余
勢
を
駆
っ
て
侵
略
国
に
報
復
を
加
え
る
、
と
い
う
大
義
名
分
に
基
づ
く

こ
と
を
示
．
竣
し
て
く
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
計
画
は
単
な
る
攻
撃
に
止
ま
ら
ず
、
幕
府
に
よ
る
国
内
統
制
の
強
化
を
企
て
た
点
で
、
建
治
の
そ
れ
と
基
本
的
に
一
致
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
節
で
述
べ
る
北
条
時
定
の
鎮
西
下
向
と
、
悪
党
の
動
員
に
示
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
七
月
、
幕

府
が
大
和
国
の
悪
徒
一
寺
僧
・
国
民
を
動
員
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
、
興
福
寺
側
で
は
、
国
民
に
つ
い
て
は
請
文
を
出
す
が
、
寺
僧
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
は
拒
否
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
幕
府
が
彼
ら
を
軍
事
指
揮
・
統
制
下
に
置
こ
う
と
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

「
異
国
征
伐
」
へ
の
動
員
策
も
そ
う
し
た
指
向
の
上
で
理
解
で
き
よ
う
。
幕
府
は
、
蒙
古
軍
撤
収
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
廷
に
本
所
一
円
地
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庄
官
の
動
員
権
を
重
ね
て
要
請
し
、
つ
い
に
弘
安
四
年
閏
七
月
二
十
日
、
宣
旨
（
そ
の
日
付
も
、
幕
府
が
最
初
に
要
請
し
た
閏
七
月
九
日
付
）
を
得
て

　
　
⑳

い
た
が
、
・
石
の
悪
党
の
動
員
令
は
こ
の
時
の
宣
旨
を
根
拠
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
弘
安
の
「
異
国
征
伐
」
計
画
は
漠
然
と
し
て
お
り
、
興
福
寺
側
の
拒
否
が
窺
わ
れ
る
だ
け
で
、
実
行
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
だ
が
こ
の
計
画

が
、
鎮
西
武
士
に
対
す
る
幕
府
の
軍
事
指
揮
・
統
制
の
強
化
に
有
効
な
役
割
を
果
し
た
の
は
親
節
で
考
察
す
る
通
り
で
あ
る
。

2
　
守
護
の
交
替

蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

　
幕
府
は
蒙
古
襲
来
に
備
え
る
た
め
、
少
弐
・
大
友
民
に
対
し

て
、
鎮
西
全
般
に
及
ぶ
軍
事
指
揮
権
を
ふ
く
む
権
限
を
付
与
し

　
⑳
た
が
、
文
永
の
役
後
の
あ
ら
た
な
事
態
を
前
に
、
む
し
ろ
彼
ら

の
権
限
の
縮
少
を
伴
う
大
規
模
な
守
護
職
交
替
を
行
な
っ
た
。

か
つ
て
佐
藤
進
一
は
、
「
蒙
古
防
禦
を
理
由
と
し
て
（
お
そ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

文
永
弘
安
両
役
の
中
間
で
）
行
な
わ
れ
た
大
規
模
な
守
護
交
迭
」

を
指
摘
し
た
。
だ
が
近
年
、
村
井
章
介
は
「
守
護
交
代
が
建
治

元
年
末
に
い
っ
せ
い
に
発
令
さ
れ
た
」
と
、
佐
藤
説
を
よ
り
具

　
　
　
⑳

体
化
し
た
（
図
表
）
。

　
村
井
は
下
の
守
護
交
替
の
も
つ
特
徴
と
し
て
、
第
一
、
守
護

自
身
あ
る
い
は
そ
の
代
官
た
る
「
名
代
」
が
直
接
現
地
へ
赴
い

て
い
る
点
、
第
二
は
、
北
条
一
門
が
大
量
の
守
護
職
（
十
一
か
国

の
う
ち
八
か
国
）
を
獲
得
し
た
点
で
、
「
異
国
征
伐
」
計
爾
が
北
条

諸国の守護交替（建治元年末）

1北陸暫山陰道道陽山西海道

能
　
登
越
前

伯
　
三

石
　
見

播
磨

備
　
中

周
　
防

長
　
門
筑
後

肥
　
後
豊
前

不
　
明

後
旧
基
頼

北
条
政
長

伊
藤
三
郎
左
衛
門
尉

小
山
宗
　
長

不
　
明

不
　
明

二
階
堂
行
忠

大
友
頼
泰

武
藤
三
三

武
藤
三
三

北
　
条
　
宗
　
長

足
　
利
満
　
氏

　
（
ま
た
は
行
連
）

佐
　
原
頼
連

北
条
義
政
の
子

得
　
宗
得
宗

北
条
宗
頼

北
条
宗
頼

北
条
義
政

安
達
三
盛

金
　
沢
　
実
　
時

○×X○○○○○○×○

道
国
名
一

交
替
前
交
替
後
備

（凡例）　○は北条一門；×は北条一門以外
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氏
露
営
体
制
の
強
化
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
の
説
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
守
護
交
替
の
対
蒙
古
政
策

上
の
意
味
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
限
り
、
「
こ
れ
だ
け
の
国
々
に
於
い
て
、
本
給
人
が
あ
る
時
点
に
一
斉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
罷
免
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
殆
ん
ど
時
を
お
か
ず
に
新
給
人
が
こ
れ
亦
一
斉
に
補
任
さ
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
」
と
い
う
、
佐
藤
進
一

の
疑
問
が
問
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
北
条
一
門
以
外
の
守
護
の
中
、
の
ち
に
霜
月
騒
動
で
肥
せ
ら
れ
る
人
物
が
少
な
く
と
も
二
人
、
伯
書
守
護
を
頼
連
と
す
れ
ば
三
人
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
れ
る
。
網
野
善
彦
は
こ
こ
に
「
得
宗
派
と
泰
盛
派
の
は
げ
し
い
対
立
」
を
み
る
。
だ
が
、
泰
盛
が
得
宗
権
力
の
構
成
巻
で
あ
る
点
に
照
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
た
は
行
連
）

て
、
安
達
盛
宗
（
三
盛
の
守
護
代
）
・
足
利
満
属
・
佐
原
頼
連
の
西
国
下
向
は
、
幕
府
首
脳
一
得
宗
権
力
の
政
策
の
遂
行
と
い
う
文
脈
で
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
守
護
交
替
の
意
味
を
考
え
る
上
で
特
に
注
厨
さ
れ
る
の
は
、
得
宗
時
宗
の
弟
北
条
宗
頼
の
場
合
で
あ
る
。
宗
頼
が
長
門
国
に
到
着
し
て
間
も

な
く
、
建
治
二
年
三
月
八
日
、
内
管
領
平
語
綱
宛
に
送
っ
た
書
状
に
よ
れ
ぽ
、
豊
後
国
御
家
人
環
原
泰
広
が
異
国
合
戦
の
軍
忠
に
関
し
て
直
接

上
訴
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
に
対
し
て
、
「
今
一
両
月
者
、
故
更
異
国
警
固
李
、
不
レ
可
レ
有
二
緩
怠
一
二
」
と
い
っ
て
、
本
人
の
参
向
を
と
ど
め

て
代
議
の
派
遣
だ
け
を
許
し
て
い
た
。
こ
の
時
点
は
「
異
国
征
伐
」
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
き
で
、
同
時
に
「
異
国
警
固
」
も
厳
重
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
い
わ
ば
管
轄
外
の
御
家
人
に
対
す
る
長
門
国
守
護
家
頼
の
措
置
は
、
か
れ
が
得
宗
権
力
の
意
思
を
直

接
代
弁
・
貫
徹
す
る
強
力
な
権
限
の
所
有
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
同
年
八
月
、
長
門
国
警
固
が
山
陽
・
南
海
道
の
地
頭
御
家
人
と
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

所
一
円
地
住
人
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
落
懸
の
権
限
の
強
さ
と
管
轄
地
域
の
広
さ
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
方
、
右
の
守
護
交
替
と
同
じ
頃
、
建
治
元
年
十
二
月
、
七
十
九
歳
に
な
る
幕
府
の
長
老
北
条
時
盛
が
「
六
波
羅
守
護
」
の
た
め
上
洛
、
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

盛
の
孫
北
条
時
国
が
二
月
騒
動
以
来
欠
員
と
な
っ
て
い
た
六
波
羅
探
題
南
方
に
就
任
、
さ
ら
に
俣
賀
光
政
・
二
階
堂
行
清
・
三
善
政
康
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣

引
付
衆
三
人
が
上
洛
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
村
井
は
、
「
元
軍
艦
襲
に
備
え
た
首
都
新
学
策
」
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、

六
波
羅
を
充
実
さ
せ
、
西
国
に
対
す
る
支
配
・
統
制
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
は
臨
戦
体
制
下
に
お
い
て
、
本
所
一
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蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

円
地
住
人
を
動
員
し
、
お
そ
ら
く
本
所
領
家
側
に
対
し
て
兵
根
料
所
と
「
在
京
武
士
」
の
拝
領
所
々
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
朝
廷
と
の

折
衝
、
予
想
さ
れ
る
本
所
と
の
紛
争
に
備
え
て
こ
の
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
幕
府
は
「
異
国
征
伐
」
の
準
備
と
「
異
国
警
固
」
を
同
時
に
推
進
し
な
が
ら
、
西
国
に
対
す
る
支
配
・
統
制

を
強
化
し
て
お
り
、
お
お
よ
そ
幕
府
首
脳
1
1
得
宗
権
力
の
意
思
を
代
弁
・
貫
徹
す
る
強
力
な
守
護
も
し
く
は
そ
の
代
官
を
現
地
に
派
遣
し
て
武

士
に
対
す
る
軍
事
指
揮
・
統
制
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
。
「
異
国
征
伐
」
と
は
外
敵
へ
の
攻
撃
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
軸
に
す
る
防
禦
体
制
の
強

化
・
再
編
、
す
な
わ
ち
得
宗
権
力
に
よ
る
国
内
武
士
の
直
接
的
指
揮
・
統
制
の
強
化
を
図
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
「
異
国

征
伐
」
の
全
貌
な
の
で
あ
る
。
建
治
元
年
末
の
大
規
模
な
守
護
交
替
を
伴
っ
た
「
異
国
征
伐
」
計
画
は
、
蒙
古
の
再
襲
の
危
機
と
国
内
の
防
禦

体
制
の
動
揺
と
い
う
、
内
外
両
面
の
事
態
へ
の
対
応
策
と
し
て
取
ら
れ
た
も
の
で
、
右
の
よ
う
な
得
宗
権
力
の
意
思
を
君
証
す
れ
ば
、
先
の
佐

藤
の
疑
閥
も
自
然
に
解
け
る
と
思
わ
れ
る
。

　
建
治
元
年
宋
か
ら
弘
安
の
役
に
至
る
ま
で
、
注
目
に
値
す
る
よ
う
な
西
国
に
お
け
る
守
護
交
替
の
事
実
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
弘

安
の
役
後
お
そ
く
と
も
弘
安
四
年
八
月
十
日
ま
で
に
、
得
宗
時
宗
の
お
じ
北
条
時
定
が
少
弐
経
資
に
代
わ
っ
て
肥
前
国
守
護
の
地
位
に
就
い
て

　
⑳
い
る
。
そ
の
後
の
か
れ
の
活
動
は
、
『
歴
代
鎮
西
要
略
』
（
巻
三
）
に
そ
の
形
跡
が
窺
わ
れ
る
。

軽
需
北
条
遠
江
篶
華
墨
為
真
賊
華
墨
華
墨
釜
姪
演
雛
隷
枷
二
重
難
癖
騨
六
箋
盗
難
＋
亘
肥
前
国
住
人
岸
川
次

郎
兵
衛
。
平
野
左
近
入
道
。
定
詰
三
郎
左
衛
門
入
道
。
多
久
弥
太
郎
。
島
田
三
郎
。
笠
寿
三
郎
入
道
等
。
依
レ
有
二
肥
前
執
行
於
保
四
郎
種
宗
之
下
知
叩
不
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
リ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

相
コ
勤
博
多
警
固
石
垣
築
地
以
下
之
役
唯
今
日
歴
日
奉
行
所
一
算
列
糺
訓
明
之
鴨
及
二
厳
重
沙
汰
一
云
々
。
（
申
略
）
。
七
年
甲
申
。
従
五
位
下
丹
波
守
大
友
炊
助
頼

聖
壇
。
法
名
道
恩
。
或
号
訟
式
部
大
輔
噸
亦
兵
庫
頭
。
亦
出
羽
守
。
鎮
西
奉
行
也
。
二
男
子
日
親
賭
。
購
貞
親
也
。
親
時
嗣
立
。
号
二
因
幡
守
鴨
鎮
西
奉
行
也
。

激
越
北
条
家
更
置
二
奉
行
所
兜
以
行
二
九
州
成
敗
一
爾
来
。
守
護
奉
行
両
職
。
有
レ
声
如
レ
無
云
々
。
（
中
略
）
。
八
年
乙
酉
。
（
中
略
）
。
十
月
十
七
日
。
将
軍
家
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

薔
日
。
鎮
西
御
家
人
等
難
レ
有
二
所
用
閃
而
不
レ
可
レ
参
謙
向
於
鎌
倉
一
也
。
遠
江
守
七
時
奉
戯
行
之
叩
（
後
略
）
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右
に
よ
れ
ば
、
時
定
は
弘
安
五
年
（
＝
一
八
二
）
に
「
異
学
之
武
備
」
の
た
め
筑
前
に
下
向
、
博
多
の
姪
浜
に
と
ど
ま
っ
て
「
遂
押
称
二
奉
行
所
一
」

し
、
　
翌
年
、
　
肥
前
国
住
人
六
人
の
博
多
警
固
番
役
・
石
築
地
役
解
怠
に
つ
い
て
奉
行
所
で
厳
重
に
沙
汰
し
、
　
弘
安
八
年
（
＝
一
八
五
）
に
は
、

鎮
西
御
家
人
の
参
向
を
禁
止
す
る
関
東
御
教
書
の
奉
行
と
な
っ
て
い
た
。
時
定
が
肥
前
国
守
護
を
こ
え
る
権
限
を
行
使
し
た
こ
と
を
示
す
確
か

な
史
料
は
な
い
が
、
こ
の
所
伝
は
、
時
定
の
鎮
西
に
お
け
る
大
き
な
統
制
力
・
影
響
力
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
時
定
の
肥
前
守
護
補
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
「
異
賊
之
武
備
」
の
た
め
の
博
多
下
向
は
、
弘
安
の
「
異
国
征
伐
」
計
画
と
の
関
連
の
可
能
性
が
高
い
。
建
治
の
計
画
が
事
実
上
「
異
国
警

固
」
と
同
時
に
進
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
時
定
の
任
務
は
「
異
国
征
伐
」
の
準
備
と
と
も
に
、
警
圖
武
士
に
対
す
る
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

揮
・
統
制
の
強
化
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
時
定
が
蒙
古
襲
来
を
契
機
と
す
る
北
条
氏
の
鎮
西
支
配
の
強
化
に
橋
頭
塗
的
役
割
を
果
し
た
の
も
、
決

し
て
偶
然
と
は
い
え
な
い
。

　
こ
う
み
れ
ば
、
時
定
の
鎮
西
下
向
は
、
「
異
国
征
伐
」
を
軸
に
し
て
国
内
武
士
の
統
制
を
強
化
し
、
究
極
的
に
得
宗
権
力
の
直
接
的
な
指
揮

・
統
制
下
の
蒙
古
防
禦
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
政
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
後
日
の
鎮
西
探
題
の
成
立
が
そ
う
し
た
政
策
の
延
長

線
上
に
位
置
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　
①
　
文
永
十
二
年
（
＝
一
七
五
）
二
月
四
日
少
弐
雪
囲
書
状
案
（
『
鎌
倉
遣
文
山
第
十
　
　
　
　
　
ご
七
五
号
）
、
建
治
二
年
閏
三
月
三
日
肥
後
北
山
室
地
頭
尼
真
阿
請
文
（
同
、
一
二

　
　
五
巻
一
一
八
〇
五
号
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
二
号
）
、
建
治
二
年
後
三
月
五
日
島
津
久
時
書
下
案
（
岡
、
＝
一
二
九
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
進
状
力
）

　
②　
建
治
一
難
年
五
月
μ
十
・
二
日
関
…
市
ハ
御
教
漁
日
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
一
－
六
巻
一
一
九
一
〇

　
号
）
、
建
治
元
年
五
月
二
十
日
関
東
御
教
書
案
（
同
、
一
一
九
一
三
号
）
。

③
村
井
章
介
「
蒙
古
襲
来
と
鎮
西
探
題
の
成
立
」
一
〇
頁
。

④
　
　
『
帝
王
編
年
記
』
巻
二
六
　
九
州
探
題
。

⑤
　
　
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
山
ハ
漁
竹
一
二
一
七
〇
具
マ
。

⑥
建
治
二
年
三
月
五
日
大
友
頼
泰
書
下
（
『
鎌
倉
日
文
』
第
十
六
巻
一
山
ニ
五
二

　
号
）
、
建
治
二
年
一
二
月
｛
十
一
n
口
儲
狩
曲
逮
諮
…
文
（
同
、
　
一
二
二
六
一
甘
万
）
、
建
治
二
年
一
二

　
月
二
十
一
日
少
弐
経
資
書
状
案
（
同
、
一
二
二
六
九
号
）
、
建
治
二
年
三
月
三
十
日

　
肥
後
窪
田
庄
預
所
僧
定
愉
請
文
（
同
、
＝
一
二
七
一
号
）
、
同
注
進
状
（
同
、
一
二

　
二
二
九
四
号
）
、
建
治
二
年
閏
三
月
七
日
肥
後
国
御
家
人
井
芹
秀
重
請
文
（
同
、
一

　
一
ご
一
九
七
号
）
。

⑦
建
治
二
年
三
月
十
日
少
弐
放
資
石
築
地
役
催
脊
索
（
同
、
一
二
二
六
〇
号
）
。

⑧
　
村
井
章
介
「
高
麗
・
三
別
抄
の
叛
乱
と
蒙
古
襲
来
前
夜
の
日
本
」
（
下
）
八
三
頁
。

⑨
黒
田
俊
雄
『
荘
園
制
社
会
臨
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
七
）
一
＝
○
頁
。

⑩
「
竹
崎
馬
長
絵
詞
」
（
日
本
思
想
大
系
2
1
『
中
世
政
治
社
会
思
想
島
上
〈
岩
波
書

　
店
、
一
九
七
二
〉
）
四
一
八
頁
。

⑪
相
田
二
郎
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
瞼
二
四
　
～
二
四
七
頁
。
瀬
野
精
一
郎
『
鎮
西

　
御
家
人
の
研
究
』
三
一
八
～
三
二
〇
頁
参
照
。
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蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

⑫
佐
藤
進
一
『
鎌
倉
幕
府
訴
訟
難
度
の
研
究
』
（
畝
傍
潜
房
、
一
九
四
二
）
一
一
七
七

　
～
二
八
○
頁
。

⑬
相
田
、
前
掲
書
、
二
四
五
頁
。

⑭
　
建
治
二
年
閏
三
月
十
五
日
僧
禅
季
申
状
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
六
巻
　
二
三
〇

　
三
号
）
。

⑮
弘
安
三
年
十
二
月
八
日
関
東
御
教
書
（
『
鎌
倉
遣
瀬
』
第
十
九
巻
一
四
二
〇
七
号
）
。

⑯
　
幕
府
は
文
永
の
役
に
あ
た
っ
て
、
「
九
国
住
人
等
、
其
身
縦
難
レ
不
一
㎜
御
家
人
噛

　
有
下
致
二
軍
功
一
之
輩
上
者
、
可
レ
被
二
審
自
己
（
文
永
十
一
年
十
一
月
一
日
関
東
御
教

　
書
案
〈
『
鎌
倉
遺
文
臨
第
十
五
巻
＝
七
四
二
号
〉
）
と
い
う
緊
急
措
置
を
発
し
た

　
が
、
現
存
史
料
上
、
実
際
に
纂
府
の
指
揮
・
統
鰯
鯨
に
非
御
家
人
を
置
く
の
は
建

　
治
二
年
三
月
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
「
異
圏
警
固
事
、
可
レ
為
凹
一
平
均
役
こ
（
建
治

　
三
年
九
月
十
九
臼
関
東
御
教
雲
く
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
七
巻
一
二
八
六
六
弩
V
）
と

　
の
原
鋼
が
成
立
す
る
時
点
も
、
全
面
的
な
「
警
固
事
」
が
定
め
ら
れ
た
建
治
元
年

　
宋
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑰
網
野
善
彦
椀
蒙
宵
襲
来
』
一
九
〇
頁
。

⑱
建
治
三
年
正
月
二
十
七
目
、
薩
摩
守
護
島
津
久
時
は
、
薩
摩
国
御
家
人
比
志
島

　
太
郎
佐
範
の
筥
崎
役
所
に
お
け
る
石
築
地
役
勤
務
の
完
了
を
証
し
て
い
る
（
島
津

　
久
時
覆
勘
状
『
鎌
倉
遣
文
』
第
十
七
巻
一
二
六
五
四
号
）
。

⑲
　
『
建
治
三
年
記
』
六
月
八
日
条
。

⑳
　
『
北
条
九
代
記
』
下
　
弘
安
二
年
条
。

⑳
　
南
宋
の
滅
亡
に
よ
っ
て
、
蒙
古
の
日
本
攻
略
基
地
は
高
麗
ば
か
り
で
な
く
、
中

　
国
大
陸
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
高
麗
へ
の
攻
撃
が
防

　
禦
上
に
も
つ
効
果
は
相
対
的
に
減
退
し
、
む
し
ろ
大
陸
と
半
島
か
ら
の
侵
攻
に
備

　
え
て
、
防
禦
を
固
め
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑫
　
弘
安
四
年
八
月
十
六
旨
聖
守
書
状
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
九
巻
一
四
四
二
二
号
）
。

　
相
田
、
前
掲
書
、
一
四
二
～
一
四
五
頁
。
絹
田
は
、
「
三
か
国
」
と
は
少
弐
・
大
友

r
氏
が
守
護
職
を
持
っ
て
い
た
筑
前
．
登
前
．
豊
後
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
豊
前
守
護
職
は
建
治
元
年
宋
以
降
金
沢
氏
に
移

　
っ
て
お
り
、
肥
前
守
護
職
が
弘
安
の
役
直
後
、
少
弐
氏
か
ら
北
条
時
定
に
移
っ
て

　
い
る
こ
と
を
見
て
、
豊
前
よ
り
肥
前
の
ほ
う
が
「
三
か
国
」
の
中
に
含
ま
れ
た
可

　
能
性
が
高
い
。

⑱
　
　
「
中
臣
袖
賢
記
」
建
治
四
（
一
二
七
入
）
年
七
月
三
目
・
四
日
条
（
『
春
日
社
記

　
録
』
冒
記
二
〈
春
日
大
社
、
一
九
五
七
〉
）
。

⑭
　
『
壬
生
官
務
家
日
記
抄
』
弘
安
照
年
閏
七
月
九
日
・
二
十
一
日
条
。

＠
　
周
勘
城
蹟
』
弘
安
五
年
十
月
十
六
日
条
襲
文
書
「
為
二
異
国
征
伐
↓
大
和
国
寺

衆
国
民
被
レ
召
之
間
、
可
・
免
許
・
轟
蟻
徒
」
。

⑳
瀬
野
精
一
郎
「
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
鎮
西
特
殊
立
法
に
つ
い
て
」
（
御
家
人
偶
研
究

　
会
編
『
御
家
人
制
の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
　
〉
）
三
四
六
～
三
四
七
頁
。

⑳
　
佐
藤
進
一
「
鎌
倉
幕
府
政
治
の
専
網
化
に
つ
い
て
」
一
一
八
頁
。

⑳
　
村
井
章
介
「
蒙
古
襲
来
と
鋏
西
探
題
の
成
立
」
五
～
九
買
参
照
。

⑳
　
同
、
九
頁
。

⑳
　
佐
藤
『
増
訂
鎌
㎝
倉
幕
府
…
守
護
制
度
の
研
究
』
二
七
六
頁
。

⑳
　
網
野
『
蒙
古
襲
来
』
一
九
四
頁
。

⑫
　
本
稿
は
、
安
達
泰
盛
を
「
得
宗
権
力
の
構
成
者
と
し
て
の
外
戚
」
と
み
て
、
霜

　
月
騒
動
に
あ
ら
わ
れ
た
安
達
泰
盛
と
無
頼
綱
の
対
立
を
「
独
裁
者
の
外
家
と
従
臣

　
の
対
立
」
と
評
価
す
る
上
横
手
雅
敬
の
見
解
に
従
う
（
同
「
鎌
倉
幕
府
と
公
家
政

　
権
」
七
四
頁
参
照
）
。

⑳
　
建
治
二
年
三
月
榑
縁
北
条
宗
頼
書
状
（
川
添
昭
二
『
注
解
元
郷
防
塁
編
年
史
料

　
－
異
国
警
固
番
役
曳
料
の
研
究
1
』
〈
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
〉
一

　
四
六
～
一
四
［
七
百
ハ
）
。

⑭
建
治
二
年
八
月
二
十
四
日
関
東
御
敦
書
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
六
巻
＝
一
四
四

　
九
号
）
。

⑳
　
『
北
条
九
代
記
隔
上
　
元
仁
元
年
条
。

⑳
　
　
『
北
条
九
代
記
』
下
　
建
治
元
年
条
。
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⑰
　
『
関
東
評
定
伝
』
建
治
元
年
条
。

⑯
　
村
井
「
蒙
古
襲
来
と
鎮
西
探
題
の
成
立
」
一
〇
頁
。

⑳
『
建
治
琶
年
記
隔
十
月
二
十
五
日
置
に
よ
れ
ば
、
寄
合
に
お
い
て
「
京
都
本
所

領
家
等
。
被
レ
申
兵
線
料
所
井
在
京
武
士
拝
領
所
々
。
可
レ
被
二
返
付
一
之
由
事
。
有
付

　
御
沙
汰
叩
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
建
治
元
年
末
以
来
の
全
般
的
な
「
警
固
購
」
の
一

　
環
と
し
て
、
異
国
警
固
の
た
め
の
「
兵
粒
料
所
」
と
首
都
防
禦
の
た
め
の
「
在
京

　
武
士
拝
傾
所
々
」
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑩
　
佐
鰹
…
『
増
訂
鎌
倉
幕
｛
肘
｛
寸
護
制
度
の
研
惚
九
』
ニ
ニ
｛
ハ
頁
。

⑳
　
村
井
「
蒙
古
襲
果
と
毒
中
探
題
の
成
立
」
一
二
頁
。

＠
　
川
添
昭
二
「
岩
門
合
戦
再
論
－
鎮
西
に
お
け
る
得
宗
支
配
の
強
化
と
武
藤
氏

　
1
」
（
『
払
㎜
曲
目
本
膳
鵬
申
く
4
　
鎌
倉
…
政
権
』
〈
有
精
堂
、
　
一
九
七
六
V
）
二
五
四
百
ハ
。
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W
　
「
異
国
降
伏
」
祈
濤
と
寺
社
の
修
造

1
　
「
異
国
降
伏
」
祈
繭

　
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
異
国
降
伏
祈
濤
の
命
令
や
依
頼
が
史
料
上
に
見
え
は
じ
め
る
の
は
、
文
永
の
役
後
、
正
確
に
い
え
ば
、
建
治
元
年
九
月
七

日
の
元
使
処
飛
前
後
と
み
ら
れ
る
。
建
治
元
年
九
月
十
四
日
、
幕
府
は
近
江
国
守
護
佐
々
木
泰
綱
宛
の
関
東
御
教
書
を
発
し
、
近
江
国
中
御
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

疇
所
寺
社
に
対
し
て
異
国
降
伏
祈
雨
を
命
令
し
て
い
る
。
同
年
十
月
七
日
、
幕
府
の
祈
祷
令
は
守
護
代
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

敏
満
寺
の
衆
徒
に
施
行
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。
網
野
善
彦
は
、
こ
れ
が
幕
府
の
守
護
人
の
手
を
経
て
諸
国
の
社
寺
に
異
国
降
伏
の
祈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

疇
を
さ
せ
た
事
実
の
初
見
と
し
て
い
る
。
網
野
の
指
摘
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
幕
府
は
、
元
使
処
刑
の
こ
ろ
、
諸
国
寺
社
に
対
し
て
祈
薦
を

命
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
建
治
元
年
十
一
月
二
十
一
B
、
北
条
時
宗
が
常
陸
国
一
宮
鹿
島
社
の
神
主
に
、
異
国
降
伏
祈
薦
の
巻
数
の
進
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
対
し
て
感
謝
す
る
内
容
の
返
書
を
送
っ
て
い
る
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
以
前
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
点
で
（
近
江
国
寺
社
へ
の
祈
薦
令
と
同
じ
頃

ヵ
）
幕
府
が
祈
薦
を
命
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
建
治
元
年
十
月
二
十
一
日
、
幕
府
は
伊
勢
太
神
宮
の
祭
主
と
豊
前
国
宇
佐
八
幡
宮
の
大
宮
司
に
対
し
て
、
各
々
伊
勢
国
桑
名
神
戸
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

豊
前
国
至
津
勾
金
両
庄
の
地
頭
職
を
寄
進
し
な
が
ら
、
「
御
願
成
就
、
異
国
降
伏
」
を
祈
請
し
て
い
る
。
宇
佐
宛
の
寄
進
状
に
は
「
為
二
　
聖
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

安
穏
異
国
降
伏
こ
と
書
か
れ
て
あ
る
が
、
太
神
宮
に
も
同
一
の
趣
旨
の
寄
進
状
を
発
し
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
国
家
の
宗
廟
神
へ
の



祈
請
は
、
軍
事
権
門
と
し
て
諸
国
を
守
護
す
る
幕
府
が
、
国
家
的
対
応
を
要
す
る
対
外
危
機
に
際
し
、
国
家
の
頂
点
た
る
国
王
1
1
天
皇
の
宗
教

的
・
観
念
的
権
威
を
進
ん
で
擁
護
し
て
い
る
事
実
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
幕
府
は
、
お
そ
ら
く
元
使
処
刑
の
前
後
か
ら
建
治
元
年
末
に
至
る
時
期
に
、
国
家
の
宗
廟
神
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
寺
社

に
対
し
て
異
国
降
伏
祈
蒔
を
行
わ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
の
幕
府
に
よ
る
祈
薦
（
令
）
が
朝
廷
の
そ
れ
に
比
べ
て
ど
ん
な
特
微
を
帯
び

て
い
た
か
は
、
次
の
元
亨
元
年
（
　
三
二
一
）
七
月
日
付
薩
摩
国
天
満
宮
国
分
寺
所
司
神
官
等
解
状
の
中
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。

…
…
就
中
異
国
御
祈
薦
事
、
致
離
精
誠
一
可
聴
勤
行
一
之
由
、
就
レ
被
レ
下
二
度
々
院
宣
於
安
楽
寺
一
（
中
略
）
当
社
祠
官
等
抽
ご
無
二
丹
誠
ハ
依
レ
奉
二
祈
請
ハ
玄
文

　
　
　
　
　
　
　
（
難
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

永
年
中
蒙
古
凶
賊
等
難
レ
令
レ
襲
調
来
鎮
西
↓
依
レ
不
レ
堪
二
神
戦
一
（
中
略
）
其
後
又
可
レ
致
二
等
慧
御
祈
薦
一
之
歯
、
依
レ
被
レ
成
訓
下
関
東
御
教
書
於
当
社
「
令
レ
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

丁
寧
御
祈
禧
一
之
処
、
虫
弘
安
四
年
凶
徒
等
令
昌
来
着
一
之
刻
、
…
…
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こ
こ
で
文
永
の
役
を
境
と
し
て
、
公
的
な
祈
蒔
命
令
が
院
宣
に
代
わ
っ
て
関
東
御
教
書
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
具
体
的
な
時
期
は
、
先
の
事
例
か
ら
考
え
て
建
治
元
年
後
半
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
文
永
の
役
後
、
朝
廷
側
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

幕
府
側
の
ほ
う
が
諸
国
の
寺
社
に
対
す
る
祈
薦
令
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
事
実
上
、
蒙
古
国
書
の
到
来
以
降
、
朝
廷
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

京
都
を
中
心
と
す
る
祈
疇
を
続
け
て
お
り
、
他
の
国
々
の
寺
社
に
異
国
降
伏
祈
疇
を
さ
せ
た
の
は
、
右
の
安
楽
焔
管
の
院
宣
を
除
い
て
、
文
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

五
年
初
か
文
永
七
年
初
の
宣
旨
と
、
弘
安
の
役
に
直
面
し
た
五
畿
七
道
へ
の
飯
釜
の
形
跡
だ
け
で
あ
る
。
反
面
、
幕
府
は
鶴
岡
八
幡
宮
な
ど
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

倉
の
寺
社
に
祈
言
を
命
じ
た
事
例
も
あ
る
が
、
特
に
諸
国
の
寺
社
に
対
す
る
祈
疇
令
に
お
い
て
、
朝
廷
側
よ
り
積
極
的
で
あ
る
の
が
目
立
つ
。

こ
の
点
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
以
降
の
全
国
的
な
寺
社
へ
の
祈
薦
令
を
通
じ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

（A）

（1）

昊
賊
降
伏
御
祈
事
、
於
二
武
蔵
・
伊
豆
・
駿
河
・
若
狭
・
摂
津
・
播
磨
・
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（B）（c）

美
作
・
備
中
国
等
寺
社
ハ
可
レ
致
レ
懇
一
一
祈
薦
一
之
由
、
普
可
下
令
二
下
知
一
給
上
之
癬
、

被
二
仰
下
一
候
也
、
傍
執
達
如
レ
件
、

　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
弘
安
二
年
十
二
月
廿
八
日
　
　
　
駿
河
守
在
御
判

　
　
　
　
（
北
条
時
宗
）

　
謹
上
　
相
模
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
寺
百
合
文
書
な
）

異
賊
降
伏
御
祈
事
、
御
教
書
案
文
如
レ
此
、
於
二
当
国
中
寺
社
口
付
二
塁
宴
h
可
レ

致
二
御
祈
請
一
之
由
、
可
レ
被
レ
相
コ
触
別
当
・
神
主
等
ハ
且
御
選
蕎
之
次
第
、
可
レ

被
レ
進
二
注
文
一
候
、
傍
執
達
如
レ
件
、

　
　
弘
安
七
年
正
月
四
日
　
　
　
　
　
加
賀
権
守
在
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
　
　
弥
在
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
衛
門
尉
在
御
判

　
若
狭
国
守
護
御
代
官
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
寺
百
合
文
書
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

異
賊
降
伏
御
祈
事
、
公
方
御
教
書
案
井
公
文
所
御
教
書

如
レ
此
、
早
任
下
被
二
仰
下
一
之
旨
島
於
一
一
当
国
中
寺
祉
ハ
可
レ

相
コ
触
別
当
神
主
等
噛
兼
又
御
祈
次
第
、
可
レ
被
レ
執
訓
進

注
文
一
之
状
如
レ
件

　
　
弘
安
七
年
正
月
六
日
　
　
　
　
　
平
在
御
判

　
若
狭
国
守
護
政
所
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
寺
百
合
文
書
り
）

68　（710）



蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

（At）（Bt）（c，）

［E）

異
国
降
伏
御
祈
事
、
先
≧
被
二
仰
下
一
畢
、
武
蔵
・
上
野
・
伊
豆
・
駿
河
・

若
狭
・
美
作
・
肥
後
国
一
宮
・
国
分
寺
・
宗
寺
社
、
殊
可
レ
令
レ
致
二
精
勤
一
之
由

相
ゴ
触
之
ハ
可
レ
執
訓
進
巻
数
一
之
旨
、
可
下
令
二
下
知
一
給
上
之
由
、
単
二
仰
下
一
撃
也
、

勿
執
如
レ
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
条
窺
時
）

　
　
正
応
五
年
十
月
五
日
　
　
　
　
　
陸
奥
等
御
判

　
　
　
　
（
北
条
貞
時
）

　
進
上
　
相
模
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
考
百
合
文
書
り
）

異
国
降
伏
御
祈
事
、
御
教
書
如
レ
此
、
任
下
被
二
仰
下
一
之
旨
鉛
可
レ
致
二
精
勤
一
之
由
、

柏
コ
触
若
狭
国
中
「
可
下
令
レ
執
調
進
巻
数
一
給
上
之
旨
候
也
、
伽
執
達
如
レ
件
、

　
　
正
応
五
年
十
月
十
三
日
　
　
　
　
右
衛
門
尉
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
　
　
弥
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
尉
在
判

　
工
藤
右
衛
門
入
道
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
寺
百
合
文
書
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

異
国
降
伏
御
祈
事
、
関
東
公
方
御
教
書
井
公
文
所
御
施
行
如
レ
此
候
、
働
早
靴
下

被
二
仰
下
乏
旨
払
令
レ
致
二
御
祈
誠
精
勤
噛
為
レ
進
訓
上
関
東
ハ
可
レ
送
瓢
給
巻
掌

之
旨
、
御
領
内
宗
寺
社
禰
宜
別
当
、
可
レ
有
二
御
下
知
一
候
獄
、
恐
≧
謹
言
、

　
　
『
正
応
五
年
』

　
　
　
　
十
一
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
沙
弥
西
念
在
判
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（
若
狭
）
　
、
　
、
、
　
、
、
、
　
、

　
　
　
　
遠
敷
郡
地
頭
御
家
人
預
所
殿
御
中

　
　
　
　
　
来
十
二
月
一
日
・
二
日
之
比
、
可
・
進
二
関
東
一
候
、
御
巻
数
干
今
月
中
可
鵡

　
　
　
　
　
送
給
一
候
敷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
寿
古
文
零
聚
三
）

　
　
　
は
ノ
　
　
　
コ

　
右
の
一
・
∬
の
一
連
文
書
は
、
幕
府
の
命
令
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
諸
国
の
寺
社
に
お
け
る
異
国
降
伏
紫
黒
の
事
実
を
伝
え
る
も
の
で
、
文
中

　
　
　
r
し
　
　
　
〔

に
あ
る
国
々
の
中
、
守
護
不
設
置
國
で
あ
る
武
蔵
を
の
ぞ
く
他
の
国
々
の
守
護
職
は
す
べ
て
律
宗
領
で
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
、
若
狭
国
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
指
令
伝
達
の
経
過
を
み
せ
て
い
る
。
A
・
κ
は
守
護
と
し
て
の
当
馬
に
下
さ
れ
た
御
教
書
で
あ
り
、
各
々
C
・
α
に
よ
っ
て
、
A
は
公
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
、
」

御
教
書
、
κ
は
関
東
公
方
御
教
書
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
文
書
A
が
弘
安
六
年
遅
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
羅
く
。
1
・

　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

へ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亘
の
中
で
注
目
さ
れ
る
も
の
は
α
で
あ
る
。
α
は
奥
富
敬
之
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
守
護
又
代
官
西
念
が
曳
裂
濫
費
若
狭
の
中
の

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

遠
敷
郡
の
地
頭
御
家
人
預
所
ら
に
施
行
し
た
も
の
で
、
形
式
上
、
鎌
倉
幕
府
の
命
令
は
、
将
軍
－
連
署
（
宣
時
）
一
守
護
（
執
権
貞
時
）
i
守
護
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
－
守
護
又
代
官
－
各
郡
地
頭
御
家
人
預
所
と
い
う
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
、
在
地
の
領
内
寺
社
に
ま
で
行
き
届
い
た
の
で
あ
る
。
C
の
趣
旨
も
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

頭
御
家
人
預
所
宛
に
施
行
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
A
・
κ
に
み
え
る
趣
旨
の
御
教
書
は
、
各
々
同
じ
頃
、
他
の
守
護
に
も
下
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
即
ち
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
三

　
（
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

月
二
十
五
臼
、
豊
後
国
守
護
大
友
頼
泰
の
同
国
六
郷
山
供
僧
宛
の
施
行
状
、
同
年
四
月
二
十
八
日
、
肥
前
国
守
護
北
条
時
定
の
某
宛
の
施
行
状
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

そ
し
て
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
十
二
月
二
十
一
日
、
薩
摩
国
守
護
島
津
忠
霊
の
憲
嶽
別
当
住
僧
宛
の
施
行
状
が
あ
る
。
従
っ
て
、
幕
府
の
祈
薦

令
は
ほ
ぼ
全
国
的
に
発
せ
ら
れ
た
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
幕
府
に
よ
る
諸
国
寺
社
へ
の
祈
薦
令
は
、
弘
安
七
年
頃
三
度
目

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
襲
来
の
風
説
、
正
応
五
年
七
月
の
大
元
燕
公
の
牒
状
と
同
年
十
月
の
高
麗
使
金
有
成
の
到
着
な
ど
、
対
外
状
勢
と
密
接
に
関
連
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

正
応
四
年
（
＝
一
九
一
）
二
月
、
幕
府
が
周
防
長
門
両
国
守
護
・
六
波
羅
探
題
・
豊
後
国
守
護
宛
に
配
と
同
様
な
趣
旨
の
御
教
書
を
発
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

も
、
な
ん
ら
か
の
対
外
状
勢
に
対
す
る
判
断
に
よ
っ
た
だ
ろ
う
。
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～
方
、
幕
府
の
全
国
的
な
祈
薦
令
が
現
わ
れ
る
弘
安
六
・
七
年
、
そ
し
て
正
応
四
・
五
年
の
段
階
に
お
い
て
、
朝
廷
が
諸
国
に
祈
年
令
を
下

し
た
形
跡
は
皆
無
で
あ
る
。
朝
廷
の
異
国
降
伏
祈
薦
に
関
す
る
史
料
が
比
較
的
に
豊
富
に
の
こ
っ
て
い
る
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
か

ら
朝
廷
の
全
国
的
祈
受
令
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
全
国
的
な
公
的
祈
濤
令
が
朝
廷
に
代
わ
っ
て
幕
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
諸
国
寺
社
に
対
す
る
祈
蒔
命
令
に
お
け
る
幕
府
の
積
極
性
は
、
所
詮
、
幕
府
が
対
蒙
古
政
策

の
現
実
的
主
体
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ぼ
、
そ
の
積
極
性
は
、
幕
府
の
主
導
に
よ
る
対
蒙
古
政
策
上
で
検
討

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
結
論
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
幕
府
が
諸
国
の
精
神
的
統
合
を
図
る
も
の
で
、
特
に
蒙
古
防
禦
体
制
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
武
士
一
在
地
領

主
を
指
揮
・
統
制
す
る
関
係
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幕
府
の
全
国
的
な
祈
濤
令
が
対
外
状
勢
と
一
定
の
対
応
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
は
、

祈
薦
令
自
体
が
対
外
的
緊
張
を
契
機
と
し
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
異
国
降
伏
の
祈
薦
は
、
外
敵
に
よ
る
国
家
の
危
機
を
前
提

と
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
外
敵
に
対
す
る
自
国
意
識
の
宗
教
的
表
現
と
い
う
べ
き
「
神
国
観
念
」
（
神
明
が
国
主
・
国
土
を
擁
護
す
る
と
い
う
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

念
）
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
反
面
、
異
国
警
固
や
異
国
合
戦
に
臨
む
隠
隠
武
士
の
意
識
と
行
動
は
自
身
の
領
主
翻
の
範
囲
を
こ
え
る
も
の
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

く
、
彼
ら
の
神
祇
信
仰
と
い
っ
て
も
、
自
身
の
所
領
の
神
聖
と
守
護
を
信
じ
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
う
み
れ
ば
、
祈
轟
轟
は
在
地
武
士

に
対
し
て
国
家
的
危
機
を
強
調
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
幕
府
が
全
国
的
な
異
国
降
伏
伊
欝
命
令
を
積
極
的
・
持
続
的
に
行
な
っ
た

理
由
も
、
国
家
的
危
機
の
強
調
に
よ
っ
て
、
「
挿
二
自
身
之
宿
意
ハ
不
レ
顧
二
天
下
大
難
こ
と
い
う
武
士
を
精
神
的
に
規
鰯
・
統
御
し
て
、
外
部

の
脅
威
に
ふ
り
む
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
、
異
国
降
伏
の
濃
墨
命
令
は
、
武
士
一
在
地
領
主
に
対
す
る
公
権
力
と
し
て
の
幕
府
の
公
的
立
場
を
明
示
し
、
支
配
の
権
威
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

保
す
る
側
面
が
あ
る
。
「
律
令
制
国
家
の
統
治
権
の
不
可
分
の
一
部
を
な
す
」
も
の
と
ま
で
い
わ
れ
る
諸
国
の
祭
祀
権
1
1
祈
濤
権
を
幕
府
が
行
使

す
る
の
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
幕
府
（
将
軍
）
の
公
的
権
威
が
国
家
の
統
治
権
者
1
1
天
皇
の
そ
れ
に
接
近
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
し

た
公
的
権
威
は
、
国
家
的
危
機
に
際
し
て
全
武
士
階
級
を
結
集
す
る
と
い
う
課
題
を
負
っ
た
、
諸
国
守
護
権
を
有
す
る
幕
府
に
と
っ
て
、
現
実
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的
に
必
要
と
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
α

2
　
寺
社
の
修
造

72　（714＞

　
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
五
月
三
日
、
幕
府
は
諸
国
一
宮
・
国
分
寺
に
つ
い
て
、
「
往
古
子
細
、
当
時
次
第
、
＃
管
領
仁
、
及
免
田
等
、
分
明

　
　
　
　
⑳

可
レ
令
二
注
申
こ
と
い
う
御
教
書
を
お
そ
ら
く
全
国
の
守
護
宛
に
発
し
、
続
い
て
同
年
五
月
二
十
日
付
『
新
御
式
目
』
の
中
で
、
「
自
今
以
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

被
レ
止
二
新
造
寺
社
ハ
可
レ
被
レ
興
コ
行
諸
国
々
分
寺
一
宮
一
事
」
と
の
一
宮
・
国
分
寺
興
行
令
を
発
布
し
た
。
こ
の
政
策
が
、
幕
府
の
異
国
降
伏
祈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

薦
命
令
、
及
び
神
宝
の
奉
献
と
い
っ
た
事
態
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
相
田
二
郎
は
、
幕
府

が
諸
国
の
社
寺
に
祈
薦
を
命
じ
る
場
合
、
一
宮
と
国
分
寺
を
最
も
重
要
視
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
嘗
て
一
国
の
総
鎮
守
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

国
の
社
寺
と
し
て
国
家
の
安
泰
護
持
に
当
っ
て
い
た
諸
国
の
一
宮
国
分
寺
の
使
命
が
、
新
た
に
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
た
。
だ
が
、

幕
府
の
祈
薦
命
令
が
蒙
古
防
禦
の
現
実
と
密
接
な
関
違
を
も
っ
て
い
た
と
す
れ
ぼ
、
弘
安
七
年
の
一
富
・
国
分
寺
興
行
令
も
そ
う
し
た
側
面
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
文
永
の
役
の
翌
年
、
薩
摩
国
天
満
宮
＃
国
分
寺
所
司
は
、
戦
勝
の
原
因
が
「
非
一
匹
霊
神
之
征
伐
、
観
音
之
加
護
一
哉
」
と
強
調
し
、
太
政
官
に

富
寺
の
造
営
を
要
請
し
な
が
ら
「
代
代
国
司
無
一
一
其
沙
汰
一
」
た
め
「
早
婚
レ
下
二
宣
旨
ハ
令
レ
言
コ
上
子
網
図
関
東
一
望
レ
致
二
其
沙
汰
こ
と
述
べ

　
　
⑭

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
寺
社
側
の
論
理
と
要
請
か
ら
す
れ
ば
、
村
井
章
介
の
主
張
の
ご
と
く
、
当
然
幕
府
は
「
異
国
降
伏
の
五
重
と
い
う
戦
闘

　
　
　
　
　
⑮

行
為
へ
の
恩
賞
」
付
与
一
造
営
の
義
務
を
負
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
の
み
が
諸
国
一
宮
富
岳
寺
興
行
の
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
何
よ

り
、
右
の
宮
寺
側
の
要
請
に
は
幕
府
の
立
場
や
論
理
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
気
に
な
る
。
以
下
、
次
の
事
例
た
ち
を
通
じ
て
、
そ
れ
の
手

掛
か
り
を
得
る
こ
と
を
試
み
る
。

一
　
天
満
宮
丼
国
分
寺
往
古
子
細
当
時
次
第
事
（
中
略
）
当
　
宮
巻
、
天
満
大
自
在
天
神
珊
瑚
借
地
也
、
天
暦
皇
朝
被
レ
下
二
宮
符
ハ
号
二
分
越
安
楽
寺
ハ
（
中



蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
カ
　
　
リ

略
）
国
分
寺
又
奉
レ
建
隔
意
養
老
元
年
一
掃
及
三
期
百
余
歳
ハ
（
中
略
）
聖
廟
者
我
朝
之
故
実
武
家
二
種
也
、
如
二
文
治
年
中
関
東
御
下
知
一
者
、
当
寺
者
天
満
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

神
御
在
所
也
、
不
レ
可
レ
准
二
他
社
ハ
転
載
レ
為
レ
宗
二
仏
神
事
一
之
由
、
置
目
鎌
倉
殿
一
所
レ
被
二
黒
下
一
也
、
然
者
停
コ
止
武
士
違
乱
一
全
盤
安
離
堵
所
司
神
人
等
「
加
二

寺
象
修
理
「
可
レ
勤
調
修
仏
事
一
也
云
女
、
又
承
久
年
中
如
下
所
レ
被
二
成
下
一
之
関
東
御
教
書
上
者
、
右
件
天
満
宮
井
寺
領
等
、
不
レ
有
二
武
土
製
言
触
又
遼
遠
至
境
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
交
名
力
）
、
　
、
　
、
　
、
　
麟
U

如
レ
此
之
暗
、
豊
漁
事
於
左
右
噛
結
コ
構
新
儀
之
濫
妨
（
対
コ
桿
有
レ
限
之
所
当
ハ
濫
行
非
法
之
者
自
出
来
敷
、
臣
僕
者
可
レ
注
コ
進
一
一
可
レ
処
二
罪
科
一
也
、

　
右
に
よ
れ
ば
、
薩
摩
国
天
満
宮
国
分
寺
と
朝
廷
・
幕
府
と
は
深
い
関
係
を
も
っ
て
お
り
、
特
に
幕
府
は
「
可
レ
為
レ
宗
二
仏
神
事
こ
と
し
て
、

宮
寺
側
に
対
す
る
武
士
の
違
乱
・
濫
行
を
厳
重
に
禁
止
し
て
い
る
。
武
士
の
対
揮
は
、
先
の
建
治
元
年
の
要
請
に
基
づ
き
院
宣
に
よ
っ
て
寄
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

さ
れ
た
料
所
で
も
お
こ
り
、
「
地
頭
名
主
等
募
二
武
威
上
置
レ
限
不
レ
二
二
正
税
こ
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
幕
府
が
尊
崇
・
重
視
す
る
寺
社
に

対
す
る
西
国
武
士
の
本
来
的
態
度
は
、
源
頼
朝
が
鎮
西
住
人
に
下
し
た
次
の
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
九
月
十
八
日
付
将
軍
家
政
所
下
文
に
最
も

端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
宇
佐
宮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、

　
　
当
社
御
造
替
累
計
三
ケ
年
　
無
慮
遁
言
詮
、
且
朝
家
之
大
営
、
次
当
家
信
仰
之
顧
祉
也
、
存
一
一
此
々
一
之
者
、
誰
致
二
遁
避
一
哉
、
薦
如
レ
聞
潜
、
国
郡
之
地
頭

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
鐙

　
　
等
募
二
権
勢
之
威
（
称
下
竪
レ
可
二
勤
仕
一
之
由
上
云
々
、
違
背
之
条
、
奇
霞
継
甚
、
是
鍵
盤
二
平
謡
曲
旧
藩
口
写
挾
二
謀
叛
心
一
之
所
帯
蹴

　
八
幡
神
は
朝
廷
の
守
護
神
で
あ
る
と
同
時
に
、
源
氏
の
崇
敬
神
で
も
あ
り
、
石
清
水
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
本
社
で
あ
る
宇
佐
八
幡
宮
は
、
公
武

と
も
に
尊
崇
す
る
、
豊
前
国
一
宮
と
し
て
鎮
西
の
大
社
で
も
あ
っ
た
。
本
来
、
権
門
体
制
国
家
の
機
嶽
∵
機
能
は
顕
著
な
宗
教
的
性
格
を
も
っ

て
お
り
、
権
門
勢
家
自
体
が
宗
教
的
色
彩
の
濃
厚
な
観
念
的
権
威
を
帯
び
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
宇
佐
八
幡
宮
は
鎮
西
に
お
い

て
、
朝
廷
（
天
皇
）
と
軍
事
権
門
で
あ
る
幕
府
（
将
軍
）
の
権
威
を
象
帯
す
る
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鎮
西
の
武

士
は
「
朝
家
之
大
営
、
源
家
信
仰
之
庸
社
」
た
る
宇
佐
宮
の
造
替
課
役
を
「
不
レ
可
二
勤
仕
こ
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

頼
朝
は
「
謀
反
」
と
い
う
反
国
家
的
行
為
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
「
愚
闇
平
家
之
旧
好
二
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
警
戒
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

だ
が
、
「
携
二
武
芸
一
天
護
二
国
家
一
利
居
禍
事
官
一
天
機
二
朝
威
一
須
」
こ
と
を
歴
史
的
職
掌
と
す
る
軍
事
権
門
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
の
違
背
行
為
が
国
家
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体
制
に
か
か
わ
る
重
大
事
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
西
国
武
士
の
態
度
を
念
頭
に
置
け
ば
、
そ
の
影
響
が
後
代
に
ま

で
及
ぶ
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　
蒙
古
襲
来
前
夜
の
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
五
月
二
十
日
、
大
隅
国
一
宮
正
八
幡
宮
の
大
神
宝
用
途
催
促
使
で
あ
る
手
使
・
関
東
奉
行
所
使
・

国
衙
使
等
が
出
し
た
陳
状
に
よ
れ
ば
、
豊
後
国
高
田
庄
地
頭
代
藤
原
皆
実
と
い
う
武
士
は
、
「
朝
家
御
重
裏
、
関
東
御
大
営
」
た
る
大
神
宝
に
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
、
宣
旨
・
御
教
書
に
も
従
わ
ず
、
北
条
時
宗
の
所
領
も
応
じ
る
大
神
書
役
を
難
渋
し
、
し
か
も
軍
勢
を
率
い
て
狼
籍
し
て
い
た
。
こ
れ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

数
年
前
、
正
八
幡
宮
所
司
・
神
官
が
野
宮
遷
宮
大
神
宝
事
を
「
今
度
者
国
衙
力
難
レ
及
、
任
二
宇
佐
書
例
ハ
仰
二
見
護
人
一
可
レ
令
二
調
進
二
と
要

請
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
武
士
の
対
桿
と
関
連
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
事
例
は
、
事
実
上
、
諸
国
の
一
宮
・
国
分
寺
以
下
主
要
寺
社
の
権
威
に
従
わ
な
い
西
国
武
士
ら
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
。
諸
国
を
守
護
す
る
幕
府
は
彼
ら
の
違
背
行
為
を
統
制
し
て
き
た
が
、
特
に
蒙
古
襲
来
の
国
家
的
危
機
に
際
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
強
く
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
異
国
降
伏
玉
食
を
通
じ
て
諸
国
の
精
神
的
統
合
を
図
ろ
う
と
す
る
幕
府
に
と
っ
て
は
、
当
然
国
家
の
安
泰

護
持
に
当
た
る
一
宮
・
国
分
寺
の
権
威
を
高
め
、
武
士
た
ち
を
そ
れ
に
従
わ
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
弘
安
七
年
の

一
宮
・
国
分
寺
興
行
令
に
は
、
先
の
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
の
場
合
（
天
満
宮
は
一
品
詞
は
な
い
が
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
単
に
寺
社
側
の
要

請
や
国
司
の
無
沙
汰
に
よ
る
側
面
だ
け
で
な
く
、
幕
府
の
立
場
か
ら
す
る
積
極
的
側
面
が
介
在
し
て
い
た
と
み
て
お
か
し
く
な
い
。
こ
の
点
、

殿
下
将
領
日
向
国
島
津
本
庄
の
庄
官
た
ち
が
、
大
隅
国
正
八
幡
宮
造
営
役
の
免
除
を
要
請
し
な
が
ら
出
し
た
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
の
申
状
か

ら
示
唆
さ
れ
る
。
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而
神
官
等
童
子
副
成
箇
旨
ハ
官
戸
種
々
当
量
一
之
間
、
賜
二
本
所
御
教
書
ハ
御
庄
官
令
レ
言
岡
上
関
東
一
之
処
、
如
二
弘
長
元
三
四
月
十
日
御
返
事
一
意
、
不
レ
及
二
関

東
嶺
沙
汰
一
云
々
、
野
付
酬
一
神
官
等
好
訴
「
同
二
年
二
月
錐
レ
被
レ
成
二
御
施
行
噛
御
庄
官
参
二
関
東
一
飯
レ
申
コ
披
之
ハ
同
年
八
月
十
二
日
韓
離
先
御
施
行
ハ
見
二
重
厳

重
御
教
書
ハ
其
子
細
六
波
羅
殿
御
奏
聞
状
明
白
之
間
、
成
二
庄
家
安
堵
一
之
処
、
社
家
好
謀
襟
掛
、
猶
以
依
レ
致
二
濫
訴
ハ
重
賜
二
本
所
御
教
書
目
今
ヒ
畜
副
上
関
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
ね
　
　
ヘ
　
　
へ

葉
一
之
時
、
如
二
建
治
元
年
七
月
日
御
返
事
一
難
、
宜
レ
在
二
騰
馬
一
之
由
、
先
年
蓄
上
身
、
傍
不
レ
及
二
関
東
沙
汰
一
云
々
、
付
レ
之
被
レ
経
二
奏
聞
幽
・
之
処
、
弘
安
元
年

十
二
月
廿
八
日
院
宣
云
、
本
庄
無
二
勤
仕
之
例
一
身
、
嵐
可
レ
被
レ
触
コ
仰
関
東
一
審
、
定
昇
二
群
舞
㎝
風
草
由
、
御
気
色
所
レ
候
也
云
々
、
本
所
雑
掌
令
レ
申
コ
士
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

東
一
之
処
、
此
院
宣
者
、
本
所
御
返
事
也
、
対
二
関
東
一
不
レ
給
之
問
、
御
沙
汰
可
レ
為
二
何
様
一
哉
多
重
、
奉
行
人
矢
野
玄
蕃
令
レ
申
レ
之
処
、
（
中
略
）
武
家
者

へ
　
　
　
カ
　
　
モ
　
　
　
あ
　
　
　
む
　
　
　
へ
　
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
へ

対
二
関
東
一
不
レ
被
レ
下
二
院
宣
一
者
、
難
レ
及
二
御
沙
汰
一
之
由
、
被
レ
仰
⇒
芝
之
ハ
其
後
無
二
殊
子
細
一
之
間
、
雑
掌
自
然
送
二
年
月
一
二
藍
、
大
友
兵
馬
入
道
補
二
官
使

職
ハ
依
レ
掠
⇒
申
越
ハ
自
二
関
東
一
令
二
執
申
一
給
之
間
、
正
応
元
年
七
月
昔
一
日
本
所
御
下
翠
蔓
、
造
正
八
幡
宮
嶋
津
本
所
申
事
、
相
尋
之
処
、
無
二
勤
仕
例
一
之

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

由
、
庄
家
難
二
難
壁
哨
武
家
度
々
執
長
軸
上
者
、
早
可
二
下
知
一
之
旨
一
乗
院
僧
正
候
畢
云
ん
、
庄
家
之
理
訴
、
不
勤
之
次
第
、
錐
レ
為
二
顕
然
ハ
関
東
之
御
計

へ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ

難
レ
三
二
黙
止
一
之
間
、
及
二
御
下
知
一
□
、
難
レ
然
庄
家
之
愁
訴
、
薄
畳
不
レ
令
二
休
止
一
之
処
、
自
二
去
五
月
十
日
一
至
二
断
岸
廿
日
ハ
大
友
使
井
昏
鐘
等
、
引
コ
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
（
資
力
）
⑬

百
余
人
ハ
大
勢
両
度
令
二
入
庄
ハ
及
二
種
々
苛
□
一
条
、
…
…

　
こ
こ
で
注
厨
す
べ
き
は
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
ま
で
に
も
「
聖
断
」
あ
る
い
は
「
院
宣
」
に
任
せ
て
沙
汰
し
ょ
う
と
し
て
き
た
幕
府
の
消

極
的
姿
勢
が
、
正
応
元
年
（
＝
一
八
八
）
に
は
突
然
「
（
本
所
側
が
）
難
レ
被
二
黙
止
こ
と
い
う
積
極
的
姿
勢
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
間

に
は
、
弘
安
七
年
（
＝
天
領
）
を
境
と
す
る
一
宮
・
国
分
寺
の
興
行
一
修
理
造
営
が
あ
る
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
し
、
庄
宮
ら
本
所
側
の

住
人
は
幕
府
の
新
た
な
姿
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
「
入
庄
」
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、
幕
府
の
国
家
的
修
造

事
業
の
積
極
的
な
推
進
に
伴
っ
て
、
武
士
一
在
地
領
主
に
対
す
る
統
制
が
強
化
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
例
と
し
て
は
、
肥
前
国
一
宮
河
上
社
の
造
営
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
た
ぶ
ん
弘
安
三
年
（
一
二
八
○
）
十
二
月
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
進
力
）

日
付
院
宣
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
河
上
社
の
造
営
が
、
「
当
国
段
歩
被
二
寄
附
一
之
処
、
或
奉
行
人
借
用
、
或
領
主
米
借
間
、
有
名
無
実
秀
」
と

い
っ
た
状
況
に
対
し
て
、
弘
安
七
年
末
～
八
年
頃
幕
府
は
「
云
ユ
借
用
一
期
二
未
進
ハ
槌
徴
コ
納
之
ハ
急
速
可
レ
令
レ
造
レ
之
」
と
命
じ
て
い
る
の
で

　
⑯
あ
る
。

　
も
は
や
函
國
の
武
士
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
為
を
強
く
綱
約
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
一
宮
・
国
分
寺
興
行
令
の
積
極
的
意
味
、
即
ち
、
国
家
の
安
泰
護
持
に
当
た
る
寺
社
の
権
威
を
振
興
し
、
武
士
た
ち
を
そ
れ
に
従
わ
せ
よ
う
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と
す
る
意
思
が
示
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
幕
府
に
よ
る
諸
国
寺
社
の
修
理
造
営
の
全
国
化
が
も
つ
意
味
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
諸
国
一
宮
・
国
分
寺
以
下
主
要
寺
社
の
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

祀
・
修
理
造
営
は
、
本
来
国
毎
に
国
司
が
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
公
権
力
の
象
微
量
権
能
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来
幕
府
は
、
「
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

国
」
を
中
心
と
す
る
地
域
と
少
な
く
と
も
九
州
の
一
部
地
域
に
お
い
て
そ
の
こ
と
に
関
与
し
て
い
た
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
幕
府
は
、
公
権
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
て
御
家
人
以
下
在
地
領
主
に
対
す
る
支
配
の
権
威
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
に
よ
る
諸
国
主
要
寺
社
の
修
理
造
営
が
全
国
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

一
般
的
な
も
の
に
拡
大
す
る
の
は
弘
安
年
間
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
方
針
を
法
上
的
に
明
示
し
た
の
が
弘
安
七
年
五
月
置
新
御
式
目
』
の

中
の
一
宮
・
国
分
寺
興
行
令
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
幕
府
の
公
的
権
威
は
全
国
的
に
確
保
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
支
配
の
対
象
が
全
国

（
特
に
西
国
）
の
武
士
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
諸
国
寺
社
へ
の
異
国
降
伏
祈
薦
命
令
と
諸
国
一
宮
国
分
寺
の
興
行
一
修
理
造
営
は
、
蒙
古
防
禦
の
現
実
と
無
縁
な
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、

実
は
、
武
士
一
在
地
領
主
の
意
識
と
行
為
を
規
制
し
、
幕
府
（
将
軍
）
の
権
威
下
に
彼
ら
を
支
配
・
結
集
し
て
、
蒙
古
防
禦
体
制
を
堅
固
な
も
の

に
し
よ
う
と
す
る
政
策
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

①
建
治
元
年
九
月
十
四
日
関
東
御
教
霞
案
（
『
鎌
倉
遣
文
』
第
十
六
巻
一
二
〇
二
一

　
号
）
。

②
　
建
治
元
年
十
月
七
目
左
衛
門
尉
公
綱
書
下
（
同
、
一
二
〇
四
九
号
）
。

③
網
野
善
彦
「
『
関
東
公
方
御
教
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
僑
濃
』
二
四
－
一
、
一
九

　
七
二
）
一
一
頁
。

④
　
建
治
元
年
十
】
月
二
十
一
日
北
条
晴
宗
巻
数
請
取
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
六
巻

　
一
｝
＝
二
九
弩
）
。

⑤
建
治
元
年
十
月
二
十
一
臼
玉
棄
寄
進
状
案
（
隅
、
＝
～
〇
六
五
号
）
、
建
治
元
年

　
十
門
月
二
十
一
日
曇
日
果
御
激
書
案
（
岡
一
、
　
一
二
〇
六
七
号
）
。

⑥
建
治
元
年
十
月
二
十
一
日
闘
東
寄
進
状
案
（
同
、
…
二
〇
六
六
号
）
。

⑦
『
薩
藩
旧
記
雑
録
前
編
隠
（
以
下
、
『
薩
藩
年
記
島
と
略
す
）
所
収
国
分
寺
文
書

　
（
八
九
＝
一
）
。

⑧
相
田
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
五
九
～
七
七
頁
参
照
。

⑨
　
文
永
五
年
三
月
十
五
日
相
秀
書
状
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
三
巻
九
入
八
九
弩
）
、

　
文
・
氷
七
年
一
二
月
〔
十
五
田
従
儀
師
相
秀
鰍
冨
状
（
認
識
寮
叢
剥
田
『
壬
生
家
塾
漁
口
』
轟
ハ
、

　
一
五
三
五
）
。

⑩
　
弘
安
四
年
七
月
二
五
日
蔵
人
平
仲
兼
書
状
（
『
壬
生
家
文
書
』
六
、
一
五
三
六
）
。

⑪
相
田
、
前
掲
難
、
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。

⑫
駿
河
守
某
奉
書
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
八
巻
一
三
八
一
置
引
）
。

⑬
　
得
宗
家
奉
行
人
奉
書
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
十
巻
一
五
〇
五
一
号
）
。

⑭
平
施
行
状
案
（
京
都
大
学
影
写
本
り
1
六
八
）
。

⑯
関
東
御
教
害
案
（
『
鎌
倉
逝
文
』
第
二
十
三
巻
一
八
〇
二
六
号
）
。
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⑯
　
執
権
公
文
所
奉
書
案
（
同
、
一
八
〇
三
〇
号
）
。

⑰
　
西
念
遵
行
状
案
（
同
、
一
八
〇
四
六
号
）
。

⑱
網
野
善
彦
は
、
こ
の
文
齋
の
年
紀
に
関
す
る
既
存
説
（
相
田
二
郎
の
弘
安
二
年

　
説
、
佐
藤
進
…
の
弘
安
三
年
説
）
に
つ
い
て
、
当
時
連
署
の
地
位
に
な
い
人
日
「
駿

　
河
守
」
が
将
軍
家
の
仰
を
奉
じ
て
い
る
点
の
異
例
さ
、
こ
の
御
教
書
を
施
行
し
た

　
文
書
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
疑
問
を
提
起
し
、
弘
安
六
年
目
を
主

　
張
し
て
い
る
。
網
野
は
そ
の
根
拠
と
し
て
、
山
田
安
栄
編
『
伏
敵
編
』
は
こ
の
文

　
書
の
年
紀
を
「
弘
安
六
年
」
と
し
て
い
る
点
（
同
、
巻
五
、
一
〇
頁
）
、
駿
河
守
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
時
が
こ
の
年
四
月
十
六
日
に
連
署
と
な
っ
て
い
る
事
実
、
そ
れ
か
ら
ー
ー
⑧
・
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
が
前
年
の
㈹
御
教
書
を
直
接
施
行
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い

　
る
（
周
、
前
掲
論
文
、
二
～
三
頁
参
照
）
。

⑲
奥
富
敬
之
『
鎌
倉
北
条
氏
の
基
礎
的
研
究
臨
一
四
四
頁
。

　
　
　
　
　
　
　

⑳
元
来
、
⑥
・
α
等
の
案
文
は
東
寺
領
若
狭
国
太
良
庄
（
遠
敷
郡
に
あ
っ
た
庄
園
）

　
　
　
　
　
　
く

　
に
関
す
る
文
書
の
一
部
と
し
て
東
寺
に
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

　
幕
府
の
命
令
が
、
宋
端
の
庄
園
に
お
る
地
頭
御
家
人
あ
る
い
は
預
所
に
伝
え
ら
れ

　
た
関
係
に
よ
る
か
（
根
田
二
郎
は
こ
の
解
釈
に
基
づ
い
て
、
幕
府
の
祈
藩
令
が
全

　
国
の
地
元
ま
で
行
届
い
た
と
推
定
す
る
〈
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
〉
）
、
そ
れ
と
も
庄
内

　
に
お
る
東
寺
の
末
寺
が
文
盤
の
実
際
収
給
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
書
α
は
、
宛
所
の
地
頭
御
家
人
預
所
ら
が
幕
府
に
よ
る
公
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
祈
薦
体
制
下
に
組
み
こ
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
が
他
の

　
國
々
の
場
合
に
つ
い
て
も
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
現
存
史
料
上
、
保
留
し
て
置
く

　
し
か
な
い
。

⑳
　
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
十
巻
一
五
一
二
四
号
。

⑳
V
　
『
伏
敵
編
』
巻
五
、
二
八
頁
。

＠
　
　
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
十
一
二
巻
一
八
〇
七
五
号
。

＠
　
幕
府
は
、
弘
安
七
年
二
月
二
十
八
日
、
豊
前
国
宇
佐
宮
に
日
向
国
村
角
別
符
の

　
地
頭
職
を
、
大
隅
国
正
八
幡
宮
に
豊
前
國
上
毛
郡
勤
原
村
の
地
頭
職
を
寄
進
し
、

　
そ
の
中
に
「
今
可
二
襲
来
開
之
由
、
有
二
其
聞
一
之
間
」
、
「
為
二
　
聖
朝
安
穏
異
国
降

　
伏
こ
と
書
い
て
い
る
（
関
東
寄
進
状
案
〈
『
鎌
倉
遺
文
』
第
ご
十
巻
一
五
〇
八
○

　
号
〉
、
以
東
御
教
書
案
〈
嗣
、
一
叢
○
八
一
号
〉
、
関
東
寄
進
状
案
〈
同
、
一
五
〇

　
八
二
号
〉
、
闘
束
御
教
書
案
〈
同
、
一
五
〇
八
＝
　
号
〉
）
。

⑮
　
『
北
条
九
代
記
』
下
　
正
応
五
年
条
。

⑳
　
正
応
四
年
二
月
一
二
日
関
束
御
教
書
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
十
三
巻
一
七
五
三
三

　
号
）
。
稲
田
、
前
掲
書
、
　
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
参
照
。

⑰
　
正
伝
寺
の
東
厳
慧
安
が
石
清
水
八
幡
宮
に
祈
願
し
た
開
白
文
の
中
に
、
「
八
幡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
士
、
一
切
神
祇
、
（
中
略
）
擁
護
王
宮
、
皇
朝
安
穏
、
率
土
安
寧
」
と
あ
る
（
文

　
永
八
年
九
月
十
五
目
東
合
蒔
安
願
文
〈
『
鎌
倉
遺
文
隔
第
十
四
巻
一
〇
八
八
○
畳
〉
）
。

　
ま
た
、
薩
摩
國
天
満
宮
国
分
寺
所
司
神
官
等
の
申
状
の
中
に
、
「
弥
振
一
幽
神
威
「
吾

　
　
　
　
欠
　
　
　
　
、
、
、
、
　
、
、

　
朝
鎮
護
之
不
葱
、
遠
駈
自
問
二
等
北
ハ
三
韓
貢
献
跡
無
レ
絶
」
と
あ
る
（
同
註
⑦
）
。

⑱
　
黒
田
『
日
本
中
世
の
後
家
と
宗
教
』
二
七
四
頁
。

㊥
石
母
田
正
「
解
説
」
（
『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
）
五
六
六
頁
。

⑳
　
関
東
御
教
書
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
十
巻
一
五
一
九
四
号
）
。

⑳
　
新
式
目
事
書
（
同
、
一
五
一
九
九
号
）
。

⑫
　
相
賑
、
前
掲
書
、
九
七
～
一
二
五
頁
参
照
。

⑳
　
相
田
、
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。

⑧
建
治
元
年
十
一
一
月
三
日
官
宣
旨
写
（
『
薩
藩
旧
記
』
所
収
国
分
寺
文
書
（
四
三

　
九
）
）
。

　
　
村
井
「
蒙
古
襲
来
と
鎮
西
探
題
の
成
立
」
三
〇
頁
。

⑱
同
註
⑦
。

⑳
同
右
。

⑳
　
　
『
壬
生
家
文
書
隔
八
、
ニ
ニ
一
二
。

⑳
　
璽
…
田
、
晶
朋
掲
書
、
四
五
二
～
四
六
一
百
ハ
命
黛
照
。

⑳
　
『
吾
妻
鏡
』
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
二
月
入
日
条
。

＠
文
永
十
年
五
月
二
十
日
大
隅
国
正
蝦
藻
宮
官
使
関
東
奉
行
所
使
国
衙
使
等
陳
状

77　（719）



　
案
（
『
壬
生
家
文
書
馳
八
、
均
田
六
四
）
。

＠
　
文
永
二
年
十
二
月
二
六
日
関
東
御
教
書
案
（
『
壬
生
家
文
書
恥
九
、
ニ
ニ
九
五
）
。

＠
　
正
応
元
年
嵩
津
庄
宮
等
申
状
（
『
薩
藩
旧
記
』
所
収
志
布
志
士
鹿
屋
権
兵
衛
兼
治

　
蔵
出
（
五
四
二
）
）
。

⑭
弘
安
三
年
十
二
月
十
一
日
亀
山
上
皇
院
宜
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
九
巻
一
四
一
二

　
〇
号
）
。

⑭
　
『
中
世
法
制
史
料
集
』
「
追
加
法
」
五
八
二
。

⑯
永
原
慶
二
『
日
本
中
世
の
社
会
と
国
家
』
（
臼
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
入
二
）

　
一
二
四
頁
。

⑰
　
石
井
進
『
日
本
中
世
國
家
史
の
研
究
』
二
〇
一
～
一
二
六
頁
。
一
方
、
伊
藤
邦

　
彦
は
、
幕
府
の
修
理
造
営
へ
の
闘
与
の
在
り
方
が
強
制
執
行
機
関
と
し
て
介
入
し

　
た
も
の
と
考
え
て
い
る
（
周
「
鎌
倉
幕
府
の
性
格
に
関
す
る
一
、
二
の
問
題
！

　
一
宮
修
造
と
一
鼠
平
均
役
象
徴
の
形
態
を
め
ぐ
っ
て
一
」
〈
『
東
京
都
立
工
業
高

　
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
一
〇
、
一
九
七
五
〉
一
五
七
～
＝
ハ
ニ
頁
）
。

⑱
　
こ
の
点
は
、
『
御
成
敗
式
昌
』
第
一
条
「
可
下
呂
コ
理
神
社
一
報
憾
顔
肥
上
慕
」
・
第

　
二
条
「
可
下
修
凶
造
寺
塔
一
勤
刺
行
仏
寺
沖
上
宴
」
の
ニ
カ
条
（
『
中
琶
法
制
史
料
集
』

第
一
巻
第
一
部
）
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
即
ち
、
「
三
二
関
東
軍
分
国
々
井

庄
園
一
纏
、
地
頭
神
主
等
各
存
二
其
趣
噛
可
レ
致
二
精
誠
㎜
也
、
兼
又
至
二
有
封
縫
一
働
、

任
二
代
々
符
一
小
破
之
時
、
且
加
ご
修
理
「
若
及
二
大
破
榊
量
ヨ
上
子
細
「
随
二
干
其
左

　
右
幽
可
レ
有
二
其
沙
汰
一
番
」
、
「
寺
社
錐
レ
異
崇
敬
羅
臼
、
傍
修
造
之
功
恒
例
之
勤
、

　
宜
レ
准
二
先
条
ハ
莫
レ
招
二
後
勘
一
」
と
い
う
ニ
カ
条
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、

幕
府
は
「
関
東
御
分
国
々
丼
庄
園
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
（
実
際

　
に
は
そ
の
他
の
若
干
の
地
域
を
ふ
く
め
て
）
、
神
社
仏
寺
の
修
造
・
祭
祀
に
関
す

　
る
命
令
権
（
一
1
公
権
力
の
象
徴
的
権
能
）
を
保
持
・
行
使
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

　
本
来
、
関
束
の
在
地
領
主
を
武
力
基
盤
と
し
て
そ
の
上
に
慰
平
す
る
幕
府
は
、
彼

　
ら
を
支
配
・
統
擬
す
る
う
え
で
何
ら
か
の
公
的
権
威
を
必
要
と
し
た
。
こ
う
み
れ

　
ば
、
式
目
第
一
・
二
条
は
、
該
当
地
域
の
御
家
人
以
下
の
武
士
1
1
在
地
領
主
の
私

　
的
権
力
に
対
し
て
、
公
権
力
と
し
て
の
幕
府
の
支
配
の
権
威
を
法
制
的
に
明
示
し

　
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑩
　
石
弁
、
前
掲
書
、
二
一
四
頁
。

78　（720）

お
　
わ
　
り
　
に

　
国
家
存
亡
の
対
外
的
危
機
に
際
し
、
全
武
士
階
級
を
結
集
す
る
と
い
う
課
題
を
負
っ
た
得
宗
権
力
に
と
っ
て
、
幕
府
の
首
長
1
1
将
軍
、
そ
し

て
そ
の
権
威
と
正
統
性
の
源
泉
た
る
天
皇
は
、
得
宗
権
力
が
積
極
的
に
依
拠
す
べ
き
権
威
で
あ
り
、
体
制
で
も
あ
っ
た
。
天
皇
と
将
軍
、
将
軍

と
御
家
人
と
い
う
体
糊
の
根
幹
に
は
手
を
つ
け
ず
、
み
ず
か
ら
そ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
青
松
は
対
蒙
古
政
策
の
主
導
者
た
り

え
た
。
こ
う
い
う
体
制
上
の
限
界
を
克
服
し
え
な
い
限
り
、
得
宗
の
専
制
権
力
は
、
そ
の
存
在
意
義
を
政
治
の
正
当
性
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
だ
が
、
得
宗
権
力
は
果
し
て
真
に
政
治
の
正
墨
性
を
獲
得
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
は
、
鎌
倉
幕
府
の
減
亡
で
あ
る
。

　
蒙
古
襲
来
の
危
機
下
に
お
い
て
、
諸
国
を
守
護
す
る
権
門
と
し
て
政
策
を
主
導
し
て
い
く
幕
府
の
、
国
政
上
の
権
限
が
強
化
・
拡
大
し
、
そ



蒙古襲来と鎌倉幕府（南）

れ
は
当
然
朝
廷
の
管
轄
範
囲
へ
の
干
与
・
支
配
を
意
味
し
た
。
ま
た
、
幕
府
の
得
宗
権
力
は
、
蒙
古
防
禦
を
目
的
と
機
会
と
し
て
、
一
層
専
制

化
を
強
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
御
家
人
支
配
の
正
統
性
に
欠
け
た
得
宗
の
政
治
的
不
安
感
も
作
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。
　
一
方
、
幕
府
は
、

国
家
的
危
機
を
顧
み
な
い
武
士
一
在
地
領
主
に
対
す
る
強
力
な
統
鰯
の
姿
勢
を
あ
ら
わ
し
た
。
蒙
古
へ
の
対
応
過
程
に
示
さ
れ
て
い
る
、
こ
う

し
た
幕
府
の
性
格
は
、
後
日
の
幕
府
の
滅
亡
を
予
告
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
在
地
の
紛
争
・
矛
盾
は
勿
論
、
恩
賞
問
題
さ
え
も
根
本
的
に
解
決
で
き
な
い
ま
ま
、
軍
役
負
担
を
強
制
し
、
武
士
の
意
識
と
行
為
を
規
制
し

よ
う
と
す
る
幕
府
の
姿
勢
は
、
領
主
制
拡
大
を
鼠
指
す
武
士
層
の
不
満
と
反
綴
を
よ
び
お
こ
し
、
そ
れ
に
は
圧
制
を
も
っ
て
抑
圧
す
る
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
。
弘
安
年
間
に
み
ら
れ
る
御
家
人
・
非
御
家
人
の
悪
党
化
と
そ
れ
に
対
す
る
規
制
は
、
表
面
化
し
た
一
・
二
例
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
、
「
異
国
征
伐
」
の
大
義
名
分
下
で
守
護
職
を
失
っ
た
、
旧
外
様
守
護
層
の
抵
抗
も
き
び
し
く
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
支
配
圏
（
権
）
を
侵
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
た
、
本
所
領
家
側
の
不
満
が
高
ま
る
の
は
必
至
で
あ
る
。
鎌
倉
後
期
に
顕
著
な
北
条
一
門
に
よ
る
守
護
職
・
所
領
の
膨
大
な
集
積
は
、
得

宗
権
力
の
無
限
な
専
制
化
の
傾
向
と
と
も
に
、
広
範
囲
の
不
満
諸
勢
力
に
対
す
る
自
己
防
禦
の
あ
ら
わ
れ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
得
宗
権
力
へ
の
対
抗
・
反
対
勢
力
は
、
そ
の
政
治
の
正
当
性
を
問
い
、
つ
い
に
“
正
統
な
る
老
の
政
治
”
、
即

ち
体
制
上
の
最
高
者
た
る
天
皇
あ
る
い
は
「
将
軍
」
に
よ
る
政
治
一
そ
の
地
位
の
実
質
化
に
勢
力
の
結
集
点
を
求
め
る
だ
ろ
う
し
、
社
会
的

・
政
治
的
成
長
を
遂
げ
て
い
く
在
地
勢
力
が
こ
れ
に
呼
応
す
る
の
は
訂
然
の
成
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。
得
宗
政
権
と
も
い
う
べ
き
鎌
倉
幕
府
の
滅

亡
の
政
治
的
産
物
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
政
権
と
足
利
将
軍
の
室
町
幕
府
の
出
現
で
あ
っ
た
の
は
、
蒙
古
襲
来
以
降
の
政
治
史
が
正
統
性
に

欠
け
る
得
宗
権
力
の
専
膨
化
一
辺
倒
で
あ
っ
た
事
実
と
無
縁
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
皇
宗
権
力
へ
の
反
対
勢
力
は
、
鎌
倉
幕
府
打
倒
の
旗

標
を
〃
正
統
な
る
者
が
名
実
と
も
に
政
治
を
行
う
べ
き
”
に
驚
く
だ
ろ
う
し
、
建
武
政
権
と
室
町
幕
府
が
天
皇
あ
る
い
は
将
軍
に
よ
る
公
武
の

＝
兀
的
支
配
へ
の
強
い
指
向
性
を
も
つ
の
は
、
そ
う
し
た
政
治
思
想
的
背
景
に
一
因
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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A　Study　of　the　Gai－piao　System　in　the　Ming　Dynasty

by

TANii　Toshihito

　This　article　deals　witll　the　gai－piao改票system，　the　Grand　Secretaries’

temaking　of　recommendations　into　reports　to　the　Emperor．　This　gai－piao

system　has　been　mentioned　briefiy　before，　but　has　not　been　studied

caeefully．　1　intend　to　clarify　the　gai－piao　system　by　referring　to　new

material－the　Ming　Di－chao　Can－bθn明眸妙残本or　Remaining　S6吻∫s（ゾ

the　Gazette　in　the　Ming　Era．　lt　was　brought　from　China　by　NAiTo

Konan内藤湖南in　1910，　and　now　is　owlled　by．the　Fa¢uity　of　Literature，

Kyoto　University．　Though　Naito　regarded　it　as　a　Gazette，　it　is　apparent

色at，　in　fa6t，　it　is　a　co1正ection　of　pi－an乙案，　drafts　of　the　recommenda－

tiens　of　QIAN　Shi・sheng銭士升，　who　was　Grand　Secretary　from　1633　to

ユ636．This　mater三al　tells　us　the　manner　in　which　Grand　Secretaries

distrib良ted　reports，　and　皿ade　and　then　remade　recor【1mendations，　and

how　many　were　drawn　up　in　a　day．　lt　leads　us　to　the　conclusion　that

the　system　of　remaking　recommendations　was　easi1y　infiuenced　．by　the

political　relations　between　the　Ernperor　and　the　Grand　Secretary．

The　Mongol　lnvasion　and　the　Kamakura　Bakufu　：

　　　　　　　The　Character　of　Countermeasure

by

NAM　Ki　Hak

　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　the　historical　character　of

the　Kamakura　Bakufu’s　policy　toward　Mongoila，　with　focus　on　the　political

and　social　background　of　the　policy．　First，　1　compare　the　different　ways

the　lmperial　Court　and　the　Bal〈ufu　dealt　with　the　message　from　the

Mongol　Empire．　The　conclusion　is　that　the　Bakufu’s　strong　policy　to　stick
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to　formality－which　is　to　say　that　because　the　foreign　message　is　impolite，

the　Bakufu　feels　no　need　to　reply　一was　to　restrain　the　measures　of

repiying　taken　by　the　Court　and　to　secure　the　inntiative　of　the　Bakufu

in　diplomatic　matters．

　　Second，　I　analyze　the‘‘February　Strife”二二月騒動that　exposed　the

contradictions　within　the　Bal〈ufu　just　before　the　Mongol　invasion．　After

the　strife，　the　power　of　the　Tokus6　established　the　leadership　of　policy，

but　the　Tokus6’s　consciousness　of　political　unrest　was　not　resolved．

　　Third，　behind　the　counterattack　plan　toward　Korean　Peninsular異国征

伐there　lay　the　instability　of　the　defens6　system　caused　by　the　economic

burdens　and　complaints　of　the　Gokenin　in　Kyttstt．　The　plan　attempted

not　only　resistance　of　the　foreign　invasion，　but　also　the　reinforcement

and　reorganization　of　the　defense　system　as　well　as　the　extension　of

the　power　base　of　the　Tokus6．

　　Last，　in　order　to　restrain　both　the　thought　and　behavior　of　warriors

who　had　not　considered　the　national　crisis，　and　to　unite　and　control

them　under　the　authority　of　the　Shogun，　the　Bakufu　gave　orders　that

the　temples　and　shrines　in　various　provinces　pray　for　the　sttrrender　of

the　foreign　enemies，　and　conducted　the　restoration　of　the　lchinomiya

and　Kokubunji　in　various　provinces．

The　Conclusion　of　the　Confederation　of　WarsavQ：　The

　　　　Legal　Foundation　of　the　Religious　Toleration

　　　　　　　　　　in　the　Sixteenth－Century　Poland

by

KoyAMA　Satoshi

　　From　the　sixteenth　to　the　mid－seventeenth　century，　Poland　became

an　“Assy1um　of　Heretics”　in　Europe．　Various　re1igious　sects，　including

the　radical　reformers　who　were　not　admitted　to　live　in　Western　Europe，

coexisted　peacefully．　Why　was　it　possible　in　this　country？　To　answer

this　question，　the　author　focuses　on　the　Confederation　of　Warsaw，　which

was　concluded　to　guaranntee　the　religious　peace　in　the　first　interregnum

after　the　extinction　of　the　Jagiellonian　dynasty．　Through　the　examination
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